
提 供 日 2024/11/22

タイトル 静岡県優秀技能者、認定職業訓練功労者等を知事表
彰！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　平賀

TEL 054-221-2954

静岡県優秀技能者、認定職業訓練功労者等を知事表彰︕

　県は毎年、極めて優れた技能を有し、他の模範となる技能者を「静岡県優秀技能者」として、また、認定職業訓練の振興に功績のある方等を「認
定職業訓練功労者等」として表彰しています。
　本年度は、11⽉29⽇（⾦）に、県庁にて増井副知事から表彰状を授与します。

○受賞者
表彰区分 受賞者数 表彰の概要

静岡県
優秀技能者

（知事功労表彰）
21⼈

　広く社会⼀般に技能尊重の気風を浸
透させ、もって技能者の地位及び技能水
準の向上を図ることを目的とし、県内にお
いて極めて優れた技能を有し、かつ他の
技能者の模範となる技能者を表彰しま
す。

認定職業訓練
功労者等

（知事褒賞）

認定職業訓練功労者︓２⼈
技能検定に係る優良事業所︓１事業所
技能検定功労者︓５⼈

　事業所、団体が⾏う認定職業訓練
や、技能検定の推進と技能水準の向上
を図ることを目的として、その業績が極め
て優良で他の模範となると認められる事
業所、団体及び功労者を表彰します。

○令和６年度静岡県職業能⼒開発関係表彰式

⽇時 令和６年11⽉29⽇（⾦）午後１時30分から３時20分まで

会場 静岡県庁　⻄館　４階　第⼀会議室ＡＢＣ
静岡市葵区追⼿町９番６号

主催 静岡県職業能⼒開発協会



提 供 日 2024/11/22

タイトル 【会場変更】静岡県主催ピッチイベント「SHIZUOKA 
STARTUP BAY」と「TECH BEAT Shizuoka」のコラボイベ
ントを開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

静岡県主催ピッチイベント「SHIZUOKA STARTUP BAY」と
 「TECH BEAT Shizuoka」のコラボイベントを開催します！

※実施会場が変更となりました。詳細は別添ＰＤＦ及びチラシを御確認ください。（11月22日　14時）

１　要　旨
　静岡県が主催するスタートアップによるピッチイベント「SHIZUOKA STARTUP BAY」と、TECH BEAT Shizuoka実行委員会（事務局：静岡
県、静岡銀行）によるコラボイベントを11月29日（金）に三島市で開催します。
　第１部では、TECH BEAT Shizuoka実行委員会主催のトークセッションを実施し、オープンイノベーションの必要性や事例などについて学ぶ
プログラムを開催します。第２部のピッチイベントでは、県内での事業展開を目指すスタートアップ８社が登壇します。ぜひ御参加ください（要
事前登録）。

２　概　要
区　分 内　容
タイトル  「TECH BEAT Shizuoka」×「SHIZUOKA STARTUP BAY」コラボイベント
日　時  令和６年11月29日(金）午後１時30分から午後６時まで
会　場  LtG Startup Studio （ 三島市大社町18-52 ）  ※ 雨天時 は 近隣会場 を 予定 （ 別途案内 ）

→加和太建設株式会社　会議室（三島市文教町1-5-15）
主　催  第１部：TECH BEAT Shizuoka 実行委員会（事務局：静岡県、静岡銀行）

 第２部：静岡県
対　象  県内企業経営者・新規事業担当者等 （参加費無料/定員30名（先着順））

プログラム

 第１部：TECH BEAT Shizuoka 2024 AFTER BURNER＃2
 ～オープンイノベーションことはじめ～

13:30～
13:40

　「TECH BEAT Shizuoka」事業紹介

13:40～
14:45

　トークセッション「なぜ今オープンイノベーションが必要なのか」他
　・株式会社イシダテック 代表取締役 石田 尚 氏
　・Carbide Venturesゼネラル・パートナー/
　　TECH BEAT Shizuokaプロデューサー 堀内 健后 氏

 第２部：SHIZUOKA STARTUP BAY #5 in Mishima
15:00～
15:15

　「SHIZUOKA STARTUP BAY」事業紹介

15:15～
15:25

　コメンテーター紹介
　・LtG Startup Studio General Manager 和田 亮一 氏
　・エバーコネクト株式会社 代表取締役/
　（一社）静岡ベンチャースタートアップ協会理事長 篠原 豊 氏
　・堀内 健后 氏

15:30～
17:45

　スタートアップによるピッチ（登壇８社は別添のとおり）

17:45～
17:50

　クロージング

17:50～
18:00

　名刺交換会

　※終了後、LtG Startup Studio主催の交流イベントを開催予定（有料）。

参加申込

下記URLからお申し込みください。＊締切：11月27日（水）23:59 
https://peatix.com/event/4117700

＊当日会場での取材を希望される場合は11/28（木）正午までに上記担当あてに御連絡ください。
＊イベントの内容は変更となる可能性があります。

https://peatix.com/event/4117700


提 供 日 2024/11/22

タイトル 静岡県文学館連携シンポジウム2024初開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

伊豆文学賞をはじめとした文学振興を行う伊豆文学フェスティバル実行委員会では、今年度、県内文学館を拠点に展開しているモデル事

業の一環として、シンポジウムを初開催します。

基調講演では、演出家の萩原朔美氏に文学表現の魅力について語っていただくとともに、文学館情報の発信についての事例報告、文学

館学芸員を招いたパネルディスカッションを通じ、文学館の魅力とその発信について考えます。

１　日時　

　　令和６年12月７日（土）13：20～16：10

２　場所  

静岡県立大学草薙キャンパス小講堂（定員200名）（静岡市駿河区谷田52-1）

３　内容 

　　第１部　基調講演　

        【講師】萩原 朔美氏（前橋文学館特別館長、萩原朔太郎令孫）

　　　     　【講演テーマ】「街は一冊の本に帰す」

    第２部 シンポジウム　　

◆静岡県立大学　細川ゼミ学生による事例報告

（SNSを活用した学生からの文学館情報の発信）

◆パネルディスカッション

【テーマ】「文学館、いかに＜魅せる＞か」 

　　　　【コーディネーター】

          細川　光洋氏（静岡県立大学教授）

　　　　【パネリスト】

          那須野 絢子氏（常葉大学講師・焼津小泉八雲記念館非常勤学芸員）

　　　　 徳山 加陽氏（長泉町井上靖文学館学芸員）

４　入場料　無料

５　申込　　不要（直接会場にお越しください。）

   ６　問合せ先

　　〒422-8526　静岡市駿河区谷田52-1　静岡県立大学　細川光洋

　　TEL：054-264-5342



提 供 日 2024/11/22

タイトル パートナー企業の決定！
スポーツの成長産業化を勧める「スポーツ×他産業の
取組」

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

パートナー企業が決定しました！！

スポーツの成長産業化を 進める「スポーツ×他産業」の取組

　静岡県では、県内プロチームと他産業を組合わせることで、新しいビジネスを生み出し、新しい価値の創造と地域活性化を目指してい

ます。

　今回、プロスポーツチームが描く姿を共に創るパートナー企業が決定し、11月２８日にプロスポーツチームとパートナー企業が一堂に

会するワークショ ップを開催します。

○ パートナー企業決定

パートナ企業 共創タイトル スポーツ
チーム

チームテーマ

株式会社
ナビタイムジャパン

 ～ブルーレヴズとともに、CO2 を
BIN DでECOにTRY 〜

エコにおトクに試合を楽しむ、観戦
GXプロジェクト

静岡
ブルーレヴズ

ファン、地域、環境にもやさしいサステナブルな試合の
実現に向けたチャレンジ！

株式会社
トワール

みんなに愛される

「ザ・ベルティズ」
ベルテックス

静岡

日本一愛されるマスコットキャラクター「ベルティ」の実
現と、市民一人ひとり生活しやすい多様性が尊重され
る街を目指す！

○ ワークショ ップ概要

区　分 概　要

開催日時 令和６年11月2 8 日（木）　12 時3 0 分～18 時0 0 分

場　　　所
静鉄のコワーキングスペース/シェアオフィス ＝ODEN

（静岡市葵区鷹匠２丁目8 -10 ）

内　　　容
プロチームとパートナー企業による採択内容の披露

共創事業のブラッシュアップ　など

※取材希望の場合は、11月27日（水）12時までに担当課まで御連絡ください。



提 供 日 2024/11/22

タイトル 希少野生動植物保護条例に基づく指定希少野生動植物
の指定（案）の縦覧

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班

TEL 054-221-2545

希少野生動植物保護条例に基づく
「指定希少野生動植物」の指定（案）の縦覧を行います

１　要旨

静岡県では、『希少野生動植物保護条例』に基づき、生息・生育状況が把握されている絶滅危惧種のうち他の法令による保護

が不十分なものの中で、特に保護を図る必要があるものを『指定希少野生動植物』として指定し、捕獲や殺傷を禁止していま

す。

　　今回、新たに植物５種を『指定希少野生動植物』に指定するため、指定（案）の縦覧を行います。

２　指定（案）

　　植物５種

種名 分類群 県レッドデータブックカテゴリー

ミヤマハナワラビ 植物 絶滅危惧１Ａ類

キタダケデンダ 植物 絶滅危惧１Ａ類

アカイシリンドウ 植物 絶滅危惧１Ｂ類

オノエリンドウ 植物 絶滅危惧１Ｂ類

タカネシダ 植物 絶滅危惧１Ｂ類

（静岡県版レッドデータブックのカテゴリーの説明）
　絶滅危惧１Ａ類…ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い種
  絶滅危惧１Ｂ類…１Ａ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

　　　
３　縦覧期間

　　令和６年11月22日（金）から令和６年12月５日（木）まで

４　縦覧の方法

　　(1) 県窓口での縦覧

　　　県庁西館６階　くらし・環境部環境局自然保護課

　　　県各農林事務所森林整備課

　　(2) インターネットでの縦覧

　　　静岡県ホームページ（自然保護課のページ）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002382/1002546/1017621.html

　　　※生息地情報の詳細は公表していません。

５　指定（案）に対する意見書の提出

　　今回の指定に係る利害関係者(※)は、指定（案）について意見書を提出できます。

　　　(※)指定に係る希少野生動植物の個体が生育している土地所有者並びに占有者が該当します。

(1) 意見書の提出期間

　　　令和６年11月22日（金）から令和６年12月５日（木）まで

(2) 意見書の提出方法

持参、郵送、ＦＡＸ又は電子メールのいずれかの方法で意見書（様式自由）を提出できます。

なお、意見の内容について照会する場合があるので、意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してくださ

い。

  (3) 意見書の提出先

　　　県くらし・環境部環境局自然保護課

宛先 郵便番号420－8601　静岡市葵区追手町９番６号

電話番号 054－221－2545

ＦＡＸ番号 054－221－3278

電子メールアドレス shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002382/1002546/1017621.html
mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/22

タイトル 第５回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の
開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2919

第５回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議が開催されます。
本県からは、森副知事がオブザーバーとして会議に参加します。

１　日　時

　　令和６年１１月２６日（火）１０時３０分から１１時３０分まで

２　場　所

　　中央合同庁舎３号館４階　幹部会議室(ＷＥＢ併用開催)

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２丁目１－３

　※　県庁内に視聴会場は設けません。

　※　会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありませんので、記者ブ

　　　リーフィングへの参加を希望される方は、会議終了までに会見会場にお越

　　　しください（詳細については、「５　取材等」を御覧ください。）。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員７名（本県の生物多様性専門部会委員１名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林

　　水産省、経済産業省、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　取材等

　　・会議は、冒頭のみ撮影可能です。 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 。）

　　・ 会議室 の 都合 により 、 冒頭以降 の 議事 に 関 しては 、ＷＥＢ 配信 にて 傍聴 を

　　　 お 願 いします 。

　　・撮影希望の方は、１０時１５分までに４階エレベーターホールにお越しくだ

　　　さい。

　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます。記者ブリーフィ

　　　ングから参加を希望される場合は、会議終了までに、中央合同庁舎３号館５

　　　階会見室にお集まりください。

　　・取材を希望される方は、 １１ 月 ２５ 日 （ 月 ） １２ 時 までに、以下のとおりメ

　　　ールにて国土交通省に御連絡ください。（ 連絡 がないと 入館 できないこと

　　　 がありますので、御注意ください。）

　　　件　名：【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議

　　　本　文：氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）、

　　　　　　　随行者氏名

　　　　　　　１　会議の冒頭カメラ撮り：希望する or 希望しない
　　　　　　　２　ブリーフィング参加　：希望する or 希望しない
　　　　　　　３　国土交通省記者会への所属の有無
　　　送付先：hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　　可能です。

　　　　配信用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/1ShMn2rlRms＞

　　　　予備用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/DN4n78WytcE＞

　　・※希少種情報等を扱う機微な議論となる場合もあることから、WEB配信につ

　　　　いてはミュート等の操作を行う場合があるとのことです。 

mailto:hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp
https://youtube.com/live/1ShMn2rlRms
https://youtube.com/live/DN4n78WytcE


　　・会議資料等は、以下のＵＲＬ（国土交通省ＨＰ）で公開される予定です。

　　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html


提 供 日 2024/11/22

タイトル 第１回静岡県犯罪被害者等支援に関する有識者会議

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3714

 

「第１回静岡県犯罪被害者等支援に関する有識者会議」

犯罪被害者等が途切れなく支援を受けることができるよう、今後の支援のあり方について、有識者会議の委員から意見を伺います。

     １　日　時

 令和６年11月26日（火）午後３時～午後５時

     ２　場　所

 県庁西館４階　第一会議室Ａ

     ３　内　容

(1) 事務局から説明

・警察庁通知の概要

・当会議の進め方

・警察の支援状況

・知事部局の支援状況

　　    (2) 質疑応答・意見交換

     ４　委　員

所　属　・　役　職
氏　名

１ 国立大学法人静岡大学　教授（静岡県公認心理師協会 会長） 江口　昌克

２ 静岡県弁護士会　犯罪被害者支援委員会　委員長 安本　 晋

３ 静岡県商工会連合会　専務理事 窪田　賢一

４ 被害者御遺族 築地　秀将

５ 特定非営利活動法人静岡犯罪被害者支援センター　理事長 白井　孝一

６ 静岡県精神科病院協会　会長 山岡　功一

７ 株式会社静岡新聞社　社会部長兼論説委員兼編集委員 鈴木　誠之

８ 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会　権利擁護課長 海野　芳隆

９ 藤枝市　市民協働部交通安全・地域安全課長 岩井　亮憲

10 長泉町　行政課長 佐藤　久敬



提 供 日 2024/11/22

タイトル 多重債務者無料相談会の実施

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2257

「自分で抱え込まないで、まずは相談してみませんか？」

    多重債務でお悩みの方へ、無料相談会を実施します！
　　　　 ―　毎年１２月は「静岡県多重債務者相談推進月間」です　―

県では、毎年12月を「静岡県多重債務者相談推進月間」と定め、借金で問題を抱える
方への無料相談を県内各地で行っています。
　多重債務に陥ると、個人の知識や努力だけで解決を図ることが、極めて困難になります。生活を立て直すきっかけとなるよう、
専門家のアドバイスを受けて、解決のための道筋を一緒に考えましょう。

１　相談会の概要
　(1) 日程・会場
　　　12月中に県民生活センター、賀茂広域消費生活センター、県内各市町にて実施（詳細は、県ホームページ及びチラシを御覧
ください。）
　　　　 https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1057628.html

　　

　(2) 相談費用
　　　無料
　(3) 相談対応者
　　　弁護士または司法書士が対応します。
　　　※事前予約が必要です。相談内容の秘密は厳守されます。

２　平時の相談窓口
　　県民生活センターや市町の消費生活相談窓口では、12月の多重債務者相談会以外でも随時、多重債務についての相談を受け付
けています。
　　 消費者 ホットライン ☎ １８８ （ だまされるの 「 いやや 」）にダイヤルし、お住まいの地域の郵便番号を入力すると、お近くの
市町の消費生活相談窓口につながります。

＜多重債務者相談推進月間とは＞
　国は、平成18年12月の貸金業法の改正（平成22年６月完全施行）後、平成20年より毎年９月
１日から12月31日までを多重債務者相談強化キャンペーン期間と定め、多重債務者の掘り起こ
しや相談窓口の認知度向上等に取り組んでいます。
　本県では、国と連携し、平成20年度に「多重債務者相談ウィーク」（12月第２週）を定め、
平成26年度には「多重債務者相談推進月間」（12月）に拡大変更し、市町とともに、広報啓発
活動や相談会などに重点的に取り組んでいます。
　多重債務問題は、一時と比べ落ち着きをみせていますが、現在でも、問題を抱える方は相当
数存在しており、継続的に対策を講じていく必要があります。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1057628.html


提 供 日 2024/11/25

タイトル 日中青年代表交流　浙江省青年友好代表団が来静しま
す！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

　　　　　　　　　　　　　　　　　日中青年代表交流
浙江青年友好代表団が来静します！

静岡県教育委員会では、県内の産業、教育、行政、文化などの各分野で活躍する青年と、中国浙江省の青年が、相互の国を訪問して交
流する「日中青年代表交流」を実施しています。　　

交流を通じて、両県省の青年が相互理解と信頼関係を深め、人脈形成や情報交換を行うことにより、日本と中国の友好交流と相互発展の
促進に貢献する人材の育成を目指しています。コロナ禍で休止していた対面交流が今年度５年ぶりに再開され、今回は浙江青年友好代表
団６名を静岡へ迎えることとなりました。

１ 日　時　令和６年12月1日（日）～12月４日（水）（４日間）

２ 参加者　静岡県参加青年15名、浙江青年友好代表団６名

３ 行程表　下記行程表のとおり
　　　　　 　12月２日（月）に、静岡県青年とのペアワークを行います。

月日 12月１日（日） 12月２日（月） 12月３日（火） 12月４日（水）

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目

9:10 ・日本平　夢テラス 9:30 ・玉露の里　散策（お茶体験） 9:30 ・静岡県庁訪問

9:05 上海 発／MU2019 ・久能山東照宮

11:00 ・三保の松原散策（みほしるべ） 10:30
・藤枝市立朝比奈第一小学校
　　　訪問・交流

10:30 ・安東こども園

昼食 機内 12:30 エスパルスドリームプラザ 12:00 小学生と給食体験 12:00 静岡市内

12:40 静岡 着／MU2019 14:30 ・静岡デザイン専門学校見学 14:00
・ヤマハ発動機
　　コミュニケーションプラザ

13:30 ・静岡県地震防災センター

14:00 ふじのくに茶の都ミュージアム　 16:00 ・青年意見交換会 15:15 ・静岡県立農林環境専門職大学 16:00 東京へ

16:30 静岡ホビースクエア

18:30 静岡市内 19:00  歓迎レセプション 18:30 静岡市内

〔グランディエールブケトーカイ〕

※静岡県青年の参加は、網掛け部分

令和６年度　日中青年代表交流　静岡県交流計画

午
後

４ 取材に関する注意事項
・各訪問先での取材を希望される場合は11月29日（金）までに社会教育課（054－221－3305）まで御連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/11/25

タイトル 静岡県ＩＢ教育シンポジウムの開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

「国際バカロレア（IB）教育の魅力に迫ろう！」

－静岡県IB教育シンポジウムを開催します－

静岡県教育委員会では、国際バカロレア（IB）教育の令和８年導入に向けて、準備を進めています。

このたび、IB教育の魅力を広く県民にお伝えすべく、シンポジウムを開催します。

シンポジウムでは、IB教育を世界中に提供するIB機構のスタッフや、IBを学んで海外大学や難関大学に進学している大学
生など、さまざまな立場でIB教育に関わる人々が、IB教育の魅力をわかりやすく紹介します。

なお、県内のIB校（導入準備中を含む、県立ふじのくに国際・加藤学園暁秀・静岡サレジオ・聖隷クリストファー）にも個別相
談会やパネルディスカッションに御協力いただきます。

記

１　日　　　時　12月１日（日）午後１時～４時

２　会　　　場　グランシップ　会議ホール・風（静岡市駿河区東静岡二丁目３－１）
　　　　　　　　　　※ＪＲ東静岡駅から徒歩５分

３　主　　　催　静岡県教育委員会

４　主な内容　（１）　池上重弘・県教育長あいさつ
　　　　　　　　　（２）　基調講演「IB教育によって育つ生徒像」（講師：IB機構スタッフ）
　　　　　　　　　（３）　パネルディスカッション「IB教育が生徒にもたらした変化」

以上

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/11/25

タイトル ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：磐田
南高校(定時制)）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：磐田南高校(定時制)）

＜磐田南高校の企画＞
　〇場所：磐田第一中学校体育館（住所：静岡県磐田市国府台39-1　電話：0538-32-6101）
　〇日時：令和６年11月30日（土）9時00分〜15時30分
　〇内容：バスケットボール部に所属している中学生に対して講習会を開催し競技力向上を図る

＜ドリーム・プロジェクトとは＞
（趣旨）
　変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダーシッ
プを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。
（対象）
　原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒
（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営
・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

＜参考：ドリーム・プロジェクト2024　企画一覧（10校11企画）＞
番号 学校名 開催日 タイトル 内容 概要

1 御殿場南高校 ・9/8(日)
・10/26(土)
・11/9(土)

無限の可能性の追求～パフォーマンス
向上のために～

講座
講習

「走りの学校」を講師に招き、走る動作の実演及び講演を通じて
パフォーマンス向上のヒントを得る。

2 焼津中央高校 9/19(木) ピリオノイドで体験！？
〜生理の痛みを知ろう〜

講座
講習

生理痛の疑似体験を通して多くの人が生理の痛みを理解し、他
人の感じる痛みに寄り添える人を増やす。

3 沼津特別支援
学校愛鷹分校

10/26(土) 愛鷹BK　パワーup　大作戦！！ イベント 動画編集のインスタグラマーやユーチューバーによる学校紹介
や、ハンドメイド作家による製品開発の講義・実演。

4 伊豆中央高校 11/4（月・祝） 地域とのきずなを深めよう～伊豆中央高
校ハロウィンパーティー～

イベント 地元のお店と協力し、地域の小中学生や住民も参加できるハロ
ウィンイベントの開催を通じて地域活性化を図る。

5 静岡城北高校 11/10(日) ギャル式ブレストで静岡の未来を考える 講座
講習

ギャル式ブレストを通して、気軽に意見を出し合うスキル、自己
肯定感の上げ方やモチベーションの保ち方を学ぶ。

6 富士宮東高校 11/10(日) パレスチナを知ろう!!!　in 富士宮東高校 イベント パレスチナ出身の方との文化交流やトークイベントを開催する。
募金活動を行い、パレスチナへ寄付する。

7 ふじのくに国際
高校（定時制）

11/16(土) Way to Dream（生徒一人ひとりが夢を実
現できる高校）

イベント 地域や企業等と協力して「Way to Dream」を企画・運営し、生徒
が制作した学校紹介動画を上映し学校の魅力を伝える。

8 静岡商業高校 11/24(日) 静商と一緒に静岡のプロスポーツチーム
を応援しよう

イベント 県内のプロスポーツチームの選手による実演と競技指導を通
じ、スポーツの魅力の再発見や地域活性化に繋げる。

9 磐田南高校
（定時制）

11/30(土) 外国籍の定時制高校生から地域社会へ
の恩返し

講座
講習

バスケットボール元日本代表ヘッドコーチを講師として招き、地
域のバスケットボールの競技レベルを向上させる。

10 静岡商業高校 12/18(水) 動画クリエイターが今手掛けている制作
の話を聞こう！

講演会 生徒が作成した学校のキャラクターをクリエイターと共に3D、
Live2D化し、パネルディスカッション等を行う。

11 富岳館高校 12/24(火) 「こどもの視点教室」を体験しよう 講座
講習

(株)電通「こどもの視点ラボ」の「こどもの視点教室」を開催し、ラ
ボによる研究内容の講演やこどもの視点を体感する。



提 供 日 2024/11/25

タイトル 知事褒賞授与対象者の高校生が決定

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　山口　亮祐

TEL 054-221-3146

実学で高い実績の高校生２人に知事褒賞を授与！

令和６年度知事褒賞授与対象者となる高校生が決定しました。
　県内の高等学校の職業教育、芸術及びスポーツの分野を主とする専門学科や総合学科に在籍する生徒のうち、特に学業及び技能に関す
る業績が優秀で、取組姿勢等が模範になると認められる者を表彰します。表彰を通して、他の生徒の励みになるとともに、職業教育、芸術及
びスポーツの分野に対する理解の促進を図ります。
　 授与対象者 には 、 各学校 において 、 校長 から 褒状 が 授与 されます 。

１　知事褒賞授与者（第１期）

学校名
（学科等）

学年 氏　名 学業に関連した顕著な業績

１
沼津商業高校

（商業・情報ビジネス科） ３ 土屋さん

基本情報技術者試験
全商検定９種目１級
第40回全国高校簿記競技大会団体11位
個人佳良等

２ 城南静岡高校
（商業・ICT科）

３ 太田さん

日商簿記１級
全商検定８種目１級
第40回全国高校簿記競技大会個人第８
位等

２　選考の経緯
　職業教育、芸術及びスポーツの分野を主とする専門学科や総合学科を設置している県内の公私立高等学校53校を対象に募集したところ、
７校から７人の推薦がありました。
　各学校から提出された推薦書類を厳正に審査し、上記の知事褒賞授与対象者を決定しました。

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会



提 供 日 2024/11/25

タイトル 「教職員用パソコン更改業務」再委託業者による個人
情報の漏洩

担　　当 教育委員会 教育ＤＸ推進課

連 絡 先 校務基盤班

TEL 054-221-3391

１　要旨
　　「令和６年度静岡県教育総合ネットワークシステム教職員用パソコン更改業務」を委託している契約業者の再委託業者におい
て、再委託業者が別に契約する案件でのメール送信時に、本委託業務に関連するファイルを誤って添付し送信してしまったため、
添付ファイルに記載されていた県立学校3,873人の教職員氏名及び職員番号が漏洩した。

２　概要
（１）送信日時
　　　令和６年11月21日（木）10時56分
（２）送信先
　　　再委託業者の別案件関係者（自治体職員５名、事業者３名）
（３）問題の認知
　　　11月22日（金）11時51分頃、受託事業者の担当者から、県教育委員会教育DX推進課に電話で報告があった。
（４）委託先に対する個人情報取扱に関する規定
委託契約において、契約による業務を処理するため個人情報を取り扱う場合は、「個人情報取扱特記事項」を遵守するよう定め、
個人情報の適切な管理のために必
要な措置を講じなければならないと規定している。

３　対応
　　再委託業者が令和６年11月22日（金）までに、メールを受信した全員に対して添付ファイルの削除を依頼し、削除されたこと
を確認した。

４　再発防止
委託業者に対して、個人情報取扱特記事項を再度説明するとともに、従事する社員及び再委託業者による取扱いを徹底するよう

指導した。
委託業者に対して、メール送信時のダブルチェックを徹底するなどの再発防止策を講じるよう指導した。
現在、当課で委託契約を締結している全ての受託事業者に対し、個人情報を適切に取り扱うよう要請する。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/11/25

タイトル 留学×探究に挑戦する高校生等を募集します！～「ふ
じのくにグローバル人材育成事業」第２期募集要項を
公開しました～

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

留学×探究に挑戦する高校生等を募集し ます！
～「ふじのくにグローバル人材育成事業」第２期募集要項を公開しました～

　本県では、産官学が連携し、令和５年度に文部科学省の「トビタテ！留学JAPAN」拠点形成支援事業に応募、採択され、高校生
等の探究を伴う留学を支援する「ふじのくにグローバル人材育成事業」を実施しています。
　第１期である今年度は約50人が海外に飛び立ち、多文化共生等本県の特性等をテーマとする探究に挑戦しています。
　このたび、第２期募集要項を公開しました。12月には生徒等向けの説明会を開催します。

１　募集概要

事業内容 探究を行う留学に要する費用の助成、研修を通じた探究支援等

対象 静岡県内の高等学校等に所属する生徒　50人程度／年

募集期間
新２・３年生　令和７年１月10日～２月20日
新１年生　　　令和７年４月１日～４月25日
※書類及び面接審査により留学生決定

留学期間 令和７年７月10日～10月31日（14日以上93日以内）

支援金 １人当たり　27～83万円（留学先や家計基準に応じて支給）

募集コース
（1）マイ好奇心探究コース　（2）社会課題探究コース
（3）ＳＴＥＡＭ探究コース　（4）スポーツ・芸術探究コース
（5）ふじのくに地域探究コース（県独自）

事業実施主体 ふじのくにグローバル人材育成事業運営協議会
（県教育委員会、経済団体、教育関連団体等、産官学の11団体で構成）

２　生徒・保護者向け説明会について

　事業概要や第２期の募集に関する説明会の参加者を募集中です。（要・WEB事前申込）

地　区 日　時 会　場

中　部
(静岡市)

12月８日（日）
10:00～12:00、13:30～15:30

静岡県コンベンションアーツセンター
グランシップ　908会議室
※県主催「大学サミット」と同時開催

東　部
(沼津市)

12月14日（土）
14:00～16:00

プラサヴェルデ　会議室401
（ふじのくに千本松フォーラム）

西　部
(浜松市)

12月21日（土）
14:00～16:00

アクトシティ浜松
コングレスセンター　52～54会議室

３　参照ＵＲＬ

募集要項等
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/ky
oiku/1003777/1060426/1060624/1060637.html

生徒・保護者向け
説明会の詳細・申込

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/ky
oiku/1003777/1060426/1060624/1066889.html

（参考：令和６年度（第１期）応募状況、選考結果）

コース名 応募者数 合格者数 合格者の探究テーマ

マイ探究コース 15 ５

社会探究コース ３ ２

スポーツ・芸術探究コース ３ １

ふじのくに地域探究コース 64 43

総計 85 51

・静岡の未来をヨーロッパの最先端
農業から学び、つくる
・静岡と東南アジア諸国の結びつき
をエコツーリズムの観点から強くす
る　等

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/ky
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/ky


「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/11/25

タイトル 常任委員会委員の補欠選任

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

令和６年11月25日付けで議長において、下記のとおり常任委員会委員を補欠選任したのでお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

委　　　員

委 員 会 名

選 挙 区 氏　　名

文化観光委員会 湖 西 市 菅沼　泰久（ふじのくに県民クラブ）　



提 供 日 2024/11/25

タイトル 県議会令和６年12月定例会議事日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

令和６年11月25日(月)の議会運営委員会において、令和６年12月定例会の会期、議事日程及び
質問者が次のとおり決定されました。

１　会　　期　　令和６年12月２日から12月20日まで　　19日間
２　開議時刻　　午前10時30分
３　日　　程

月　日 曜日 議　　　　　　　　　　　事 備　　　考
開　会
本会議　　１　会議録署名議員の指名
　　　　　２　諸般の報告
　　　　　３　会期の決定
　　　　　４　知事提出議案の審議（上程、説明）
　　　　　５　令和５年度決算の審議

12月２日 月

　　　　　　 （上程、決算特別委員長報告、討論、採決）

議会運営委員会

３日 火 　　休　　　会 　
４日 水 　　休　　　会 　

５日 木
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：大石健司（自改）、沢田智文（ふ県）

議会運営委員会

６日 金
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：山本彰彦（公明）、桜井勝郎（無所属）、伊藤謙一（自改） 議会運営委員会

７日 土 　　休　　　会
８日 日 　　休　　　会

９日 月
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：伊丹雅治（自改）、江間治人（自改）
　　　　　田中照彦（ふ県）、中田次城（自改）

議会運営委員会

10日 火
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：天野多美子（自改）、川崎和子（ふ県）
　　　　　曳田卓（ふ県）、加畑毅（自改）

議会運営委員会

11日 水
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：勝俣昇（自改）、木内満（自改）
　　　　　小長井由雄（ふ県）、増田享大（自改）　

議会運営委員会

12日 木 　　休　　　会
13日 金 常任委員会
14日 土 　　休　　　会 　
15日 日 　　休　　　会 　
16日 月 常任委員会 　
17日 火 　　休　　　会 　
18日 水 　　休　　　会
19日 木 　　休　　　会 議会運営委員会

本会議　　知事提出議案の審議
　　　　（上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）20日 金
閉　会

議会運営委員会

 知事提出議案 　第135号～第176号
 報　　　　告 　第43号～第52号



提 供 日 2024/11/25

タイトル 議長から知事への決算審査における意見の提出

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局議事課

TEL 054-221-2556

議長から知事への決算審査における意見の提出

　静岡県議会決算特別委員会における審査の過程で出された意見を取りまとめ、議長から知事に下記のとおり提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時　令和６年12月２日（月）　県議会本会議散会後を予定

２　場　所　県庁東館５階　知事室

３　出席者　知事、議長、副議長

４　内　容
　令和５年度静岡県一般会計、特別会計、公営企業決算計17件の決算審査における意見を、落合愼悟議長から知事へ提出します。

［決算審査の概要］
・決算特別委員会は、議長、副議長及び監査委員２名を除く全議員により組織され、令和６年10月28日から11月５日までの間、３
日間にわたり審査を実施しました。
・審査期間中１日は、常任委員会を単位とした分科会により部局別に審査を行いました。

［決算審査における意見］
・12月定例会開会日での決算認定の採決後、委員会の審査で出された意見を取りまとめて議長から知事に提出します。



提 供 日 2024/11/25

タイトル 静岡県議会決算特別委員会から議長への決算審査にお
ける意見の提出

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局議事課

TEL 054-221-2556

静岡県議会決算特別委員会における審査の過程で出された意見を取りまとめ、決算特別委員会委員長から議長に下記のとおり提
出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時　令和６年12月２日（月）　午前10時00分～10時10分

２　場　所　県庁本館３階　議長室

３　出席者　議長、副議長、決算特別委員会委員長、決算特別委員会副委員長

４　内　容
　令和５年度静岡県一般会計、特別会計、公営企業決算計17件の決算審査における意見を、宮沢正美決算特別委員会委員長から議
長へ提出します。

［決算審査の概要］
・決算特別委員会は、議長、副議長及び監査委員２名を除く全議員により組織され、令和６年10月28日から11月５日までの間、３
日間にわたり審査を実施しました。
・審査期間中１日は、常任委員会を単位とした分科会により部局別に審査を行いました。

［決算審査における意見］
・12月定例会開会日での決算認定の採決後、議長から知事に提出します。



提 供 日 2024/11/25

タイトル 【取材案内】令和６年度 第２回静岡県事業評価監視委
員会の開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3190

【取材案内】令和６年度　第２回静岡県事業評価監視委員会の開催

（要 旨）
　　第２回静岡県事業評価監視委員会を開催し、再評価対象事業（53事業）及び事後評価
　対象事業（４事業）に係る意見のとりまとめを行います。

（概 要）
　１　日　時
　　　　令和６年11月26日（火）13時30分から15時30分まで
　
　２　会　場
　　　　県庁別館８階　第１会議室CD
　　　　　
　３　議事内容
　　　　再評価、事後評価対象事業に係る意見のとりまとめ
　
　４　会議の一般傍聴について
　　　（１）傍聴定員　10人
　　　（２）傍聴手続　
　　　　　　　県庁別館８階第１会議室CDの前で13時10分から受付を行います。
　　　　　　　定員を越えた場合は、受付された方の中から　抽選で傍聴者を決定します。
　
　５　その他
　　　ペーパーレス会議として実施します。
　　　紙資料の配布については対応できない場合もあります。
　
（目 的）
　　静岡県では、公共事業の効率性や事業実施過程における透明性の一層の向上を
　図るため、事業評価（継続事業に対する「再評価」及び完了事業に対する「事後評価」）
　を実施しています。
　　事業評価を行うにあたり、今年８月に開催した第1回静岡県事業評価監視委員会の
　審議結果に基づき、意見のとりまとめを行います。

＜取材について＞
　　　意見のとりまとめ作業時間（14時10分から15時）を除き取材可能です。
　　　受付までお越しください。



提 供 日 2024/11/25

タイトル 経営革新計画の承認（令和６年10月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和６年10月の経営革新計画を９件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部６件、中部０件、西部３件となっており、市町別では袋井市と河津町が最多の２件となっていま
す。
業種別の内訳は、飲食店・宿泊業が最多で３件となっています。

１　令和６年10月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 ６件 ０件 ３件 ９件 133件

　

２　市町別内訳

　　 東部
区分 　　富士市 富士宮市 伊豆の国市 　清水町 河津町
件数 　　　１件 １件 １件 　　 １件 　２件

　　 西部
区分 浜松市 　　袋井市
件数 １件 　　　２件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 １件 １件 ０件 ０件 ２件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 ３件  １件  ０件 １件  ０件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ５版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
 https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf


提 供 日 2024/11/25

タイトル にっぽんの宝物世界大会2024グランプリ受賞者による
知事表敬

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

 にっぽんの 宝物世界大会2024 グランプリ 受賞者 が 知事 を 表敬 します

2024年8月にシンガポールで開催された「にっぽんの宝物世界大会」で、焼津市のカネオト石橋商店が開発した「酒盗の恵み塩」が「職人の
知恵部門」グランプリを受賞したため、知事を表敬し報告します。

１　日　時　
　　令和６年11月28日（木）午後３時20分から３時35分
２　場　所　
　　知事室（県庁東館５階）
３　報告者（敬称略）
　　カネオト石橋商店　代表　石橋　利文
　　株式会社静鉄リテイリング経営企画部担当部長　林　克真（静岡大会主催）
　
　○にっぽんの宝物世界大会2024の概要

項　　目 内　　　容

主　　催 株式会社にっぽんの宝物

開催地 シンガポール

開催趣旨
にっぽんの宝物とも呼べるような地方に眠る良い商品・技術・人材を、セミ
ナーやコンテストを通して全国レベル・世界レベルで活躍できるように育てるこ
とを目的として開催

審査部門
「最強素材部門」、「地域独自体験＆工芸・雑貨部門」、「職人の知恵部門」、
「日本スイーツ部門」

　計４部門

対　　象

・(株)にっぽんの宝物が開催するセミナーを通じて生まれた商品で、2024に地
域大会、全国大会、世界大会の３つの段階で選抜された商品

・2019年～2023年度の全国大会で優秀な成績を残した商品
計19品

　○「酒盗の恵み塩」の概要



提 供 日 2024/11/25

タイトル 令和６年度静岡県薬物乱用防止県民大会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

静岡県薬物乱用防止県民大会を開催します！

１　趣旨
　薬物乱用は、乱用者個人の健康上の問題にとどまらず、犯罪の誘因など公共の福祉に計り知れない危害をもたらすものです。特
に、次世代を担う若者に大麻が拡大するほか、市販薬の乱用も広がりつつあり、極めて憂慮すべき状況にあります。
　このため、本県では、全国一斉に10月、11月に展開される「麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動」の一環として、本大会の開催を
通じて、県民一人ひとりが薬物乱用による弊害を認識し、薬物乱用防止に対する気運を盛り上げることにより、啓発活動の輪を広
げ、薬物乱用の根絶を図ります。

２　概要
（１）名称
　　　令和６年度静岡県薬物乱用防止県民大会
（２）日時
　　　令和６年11月30日（土）14時00分から16時15分まで
（３）場所
　　　森町文化会館（ミキホール）[大ホール]
　　　（周智郡森町森1485）
（４）主催
　　　静岡県薬物乱用対策推進本部
（５）共催
　　　森町、森町教育委員会、静岡県薬物乱用防止指導員協議会
（６）後援
　　　公益財団法人　麻薬・覚せい剤乱用防止センター
（７）内容
　　　ア　主催・共催者挨拶
　　　　　静岡県健康福祉部長、森町副町長
　　　イ　来賓挨拶
　　　　　静岡県議会副議長
　　　ウ　来賓、主催・共催者紹介
　　　エ　表彰
　　　　　薬物乱用防止功労者（厚生労働省大臣感謝状、医薬局長感謝状、知事褒状）
　　　オ　特別講演
　　　　　市販薬のオーバードーズの理解と支援
　　　　　　～「助けて」が言えない子どもたち～
　　　　　　講師　国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所
　　　　　　　　　　　　　薬物依存研究部　心理社会研究室長　嶋根　卓也　氏
　　　カ　アトラクション
　　　　　箏曲合奏「Sarah～過ぎ行く時～」
　　　　　　森町立森中学校　音楽部
　　　キ　大会宣言
　　　　　静岡県立遠江総合高等学校　　生徒代表
（８）参加予定者
　　　約650名
　　　（薬物乱用防止指導員、医薬品等関係団体、ボランティア関係団体等）



提 供 日 2024/11/25

タイトル 令和６年度　感染症危機管理対応訓練　初動対処に係
る国と都道府県との緊急連絡会議に参加します

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 県庁駐在

TEL 054-221-2727

内閣感染症危機管理統括庁主催　感染症危機管理対応訓練
「初動対処に係る国と都道府県との緊急連絡会議」に参加します

１　要旨

　内閣感染症危機管理統括庁は、政府と都道府県の連携を確認することを焦点に、昨年度から実施している感染症危機管理対応訓
練の中で、都道府県とのオンライン会議を開催しています。

　今年度は、国内で初めて新型インフルエンザ陽性の診断が確定されたことを想定して、感染症危機管理対応訓練が実施されま
す。

　訓練の中で、都道府県に対する政府からの要請を伝達し、有事対応時の迅速な情報共有要領について相互に確認を行うため、
「初動対処に係る国と都道府県との緊急連絡会議（訓練）」が開催されます。

２　「初動対処に係る国と都道府県との緊急連絡会議（訓練）」内容　

（１）新型インフルエンザの国内発生状況等について

（２）総理指示等について

（３）国立国際医療研究センターの対応状況について

（４）国立感染症研究所と地方衛生研究所の連携状況について

（５）都道府県の準備状況等について

３　開催日時

　　令和６年11月26日（火）13時20分～13時45分

４　開催場所（オンライン会議形式）

　　健康福祉部第一会議室（県庁西館３階）

５　出席者

　　健康福祉部感染症危機管理担当部長

６　その他

　　今年度の訓練については、本県からは 知事 ・ 副知事 の 出席 はありません。

　　会議において、 本県 から 準備状況等 の 報告 に 関 する 発言 の 予定 はありません。



提 供 日 2024/11/25

タイトル 令和６年度第１回静岡県精神保健福祉審議会の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2920

（要旨）
　県では、精神保健及び精神障害者の福祉に関する事項について協議することを目的として、静岡県精神保健福祉審議会を設置し
ており、本年度の審議会を以下のとおり開催します。

１　日時　令和６年11月29日（金）午後３時から午後４時30分まで
　
２　会場　パルシェ貸会議室７階　D会議室（静岡市葵区黒金町49番地）

３　議題
　(1) 精神保健福祉法の改正について
  (2) 精神障害者の地域移行・定着支援について
  (3) 自殺総合対策について
　(4) 依存症対策について

４　出席者　本審議会委員及び事務局

５　会議の公開
　(1) 傍聴定員　５名
　(2) 傍聴手続
　　　会議の傍聴を希望される方は、当日午後２時55分までに受付で氏名、住所を
　　記載し、事務局の指示に従って会場に入室してください。
　　　傍聴受付は、午後２時45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を
　　終了します。

６　問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号　054－221－2920
　　E-mail　　seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/25

タイトル しずおかマリッジ　初のメタバース交流会を開催しま
す！！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 2037

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
初のメタバース交流会を開催します！！

「しずおかマリッジ」では、マッチングシステムによる出会いの機会の提供に加え、地域資源等を活用した各種イベント・セミナーを開催
し、会員同士の直接の出会い・交流の場を提供します。このたび、初の試みとなるMetaverse SHIZUOKA（静岡県が管理するメタバース空間）
を活用した会員交流会を開催します。

１　開催概要
イベント名 しずマリ会員交流会イベントVol.2

メタバース交流会！～バーチャル空間de婚活仲間づくり♪～
日時 令和６年11月27日（水）19時30分～20時30分
会場 しずマリ専用メタバース空間
内容等

（予定）
・全県の会員が、メタバース空間に集合！
・居住地・年齢・外見等に問われない内面だけのお付き合い♪
　新たな出会いが見つかるかも！？　
・お持ちのパソコンやスマートフォンで、どこからでも参加ができます！

19:30　イベント開始　　
19:40　メタバース空間で「○×クイズ大会」
　　　 メタバース空間で「グループを作ってみよう！」
20:10　メタバース空間で「静岡県の旅」
20:30　終了　※本イベントは交流会のためマッチングは行いません。

参加者概要 (募集)会員男女各10人（計20人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=173

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和６年11月26日（火）正午までに
　　　　　　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
　　　　　　当日の会場URLをお伝えします。

　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について（御協力の
　　　　　　お願い）」に沿った取材・報道の実施に御理解、御協力願います。

　３　今後のスケジュール（予定）

日程 開催市町 場所 内容
11月30日(土) 菊川市 菊川赤レンガ倉庫 クリスマスシーズン目前！大人おしゃ

れなフラワーガラスツリー作り

　●ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。
    ※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
6,097件 2,042件 331件 64件

（※令和６年10月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=173
https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2024/11/25

タイトル 令和６年度静岡県介護支援専門員実務研修受講試験の
合格発表

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 支援審査班

TEL 054-221-2317

県では、令和６年10月13日（日）に実施した令和６年度静岡県介護支援専門員実務研修受講試験の合格者452名を、11月25日に発
表しました。今年度の受験者数は1,373名で、合格率は32.9%となりました。この試験の合格者は、介護支援専門員実務研修を修了
後に介護支援専門員として登録されます。

１　受験者数及び合格者数の推移

年度 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６

 受験者数 706名 1,183名 1,316名 1,377名 1,477名 1,373名
 合格者数 181名 204名 328名 297名 298名 452名
 合格率（本県） 25.6％ 17.2％ 24.9％ 21.6％ 20.2％ 32.9％
 合格率（全国) 19.5％ 17.7％ 23.3％ 19.0％ 21.0％ 今後発表
令和元年度は、新型コロナウイルス感染症への懸念から受験者数が減少しました。

２　合格者の内訳

【取得している国家資格別の内訳】

年度 令和６年度 （参考）令和５年度
 介護福祉士 297名(65.7％) 191名(64.1％)
 看護師 43名(9.5％) 34名(11.4％)
 社会福祉士 32名(7.1％) 26名(8.7％)
 理学療法士 18名(4.0％) 11名(3.7％)
 作業療法士 7名(1.5％) 9名(3.0％)
 薬剤師 8名(1.8％) 5名(1.7％)
 柔道整復師 10名(2.2％) 4名(1.3％)
 栄養士（管理栄養士を含む） 17名(3.8％) 1名(0.3％)
 その他（保健師等） 16名(3.5％) 13名(4.4％)
 国家資格のない者 4名(0.9％) 4名(1.3％)

合計 452名(100％) 298名(100％)

３　合格者の発表方法
（１）合格者及び不合格者本人への試験結果の通知
（２）県ホームページに合格者受験番号を掲載
　　　（https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/1047682/1062995/1067436.html）

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/1047682/1062995/1067436.html


提 供 日 2024/11/25

タイトル 環境学習指導員等フォローアップ研修を開催します！
in静岡（11月30日(土)）

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

環境学習指導員等フォローアップ研修を開催します！in静岡

（11月30日(土)）

　近年、地球温暖化や海洋プラスチックごみ問題、生物多様性など、環境問題が多様化していることを踏まえ、
県では、地域における環境学習を推進するリーダーである「静岡県環境学習指導員」等を対象に、様々な環境
問題に関する知見を得ていただき、指導力の向上を図るため、「環境学習指導員等フォローアップ研修」を開催
しています。

令和６年度は、西部、中部、東部・伊豆の３地域で開催を予定しており、このたび、今年度最初の研修を静岡
で開催します！

１　開催内容（静岡会場）

日時 11月30日(土)午前10時から午後３時まで

場所 ふじのくに地球環境史ミュージアム(静岡市駿河区大谷5762)

開催内容

【テーマ】自然共生・生物多様性
【座　　学】
・自然共生、生物多様性に関する環境学習の事例
　講師：竹内 佐枝子 氏（環境学習指導員、地球環境史ミュージアム支援員）
・環境学習プログラムを組み立てるための基礎知識
　講師：山本 隆太 氏（静岡大学地域創造教育センター 准教授）
【実地研修】
・地球環境史ミュージアムにおける環境教育の実践事例

対象
環境学習指導員、森林環境学習指導者、地球温暖化防止活動推進員、日頃から環境学習・環
境保全活動の指導を行っている県民（市町登録の環境学習指導員、アドバイザー等）

その他 参加無料、定員50名（先着順）

２　今後の開催予定
　本研修は、県内各地で実施する全３回の講座です。次回は、12月15日(日)に浜松市の会場にて「地球温暖
化・脱炭素」をテーマに座学及び実地研修を実施します。

　　　　
３　当日の取材
　　　 取材を希望される場合は、直接開催場所までお越しください

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2024/11/25

タイトル 令和６年度宅地建物取引士資格試験合格発表

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 宅地建物班

TEL 054-221-3077

　令和６年度
　宅地建物取引士資格試験の合格者を発表します

令和６年度に静岡県知事が実施した宅地建物取引士資格試験について、合格者を発表します。

○試験日：令和６年10月20日（日）
○合格発表日時：令和６年11月26日（火）午前９時30分
○方法：合格証書を送付するほか、静岡県ホームページ「住まいの情報ガーデン（
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/index.html）」において合格者の受験番号一覧を掲示する。

１　本県における試験結果の概要
（１）合格判定基準
　   50問中37問以上正解した者。
   （宅地建物取引業法で定める講習を修了した場合、45問中32問以上正解した者）
（２）合格者数(単位：人)
　　区分 　　　年 　　受験者 　　合格者 　　合格率

 令和６年度 　　　　5,050 　　　　852 　　　16.9％
 令和５年度 　　　　4,867 　　　　777 　　　16.0％

静岡県

 差引         ＋183 　　　 ＋75 　　 ＋0.9％
 令和６年度 　　　241,436 　　 44,992 　　　18.6％
 令和５年度 　　　233,276 　　 40,025 　　　17.2％

全　国

 差引 　　　＋8,160 　　＋4,967 　　 ＋1.4％

２　解禁日時
　　令和６年11月26日(火)午前０時

＜宅地建物取引士＞
・宅地建物取引士は、宅地又は建物の取引の専門家として、購入者等に対して、重要事項の説明、重要事項説明書及び契約書への記名を
行う。
・宅地建物取引業者は、その事業所ごとに「業務に従事する者５人に１人以上の割合」で、専任の宅地建物取引士を置くことが義務付けられ
ている。

＜宅地建物取引士資格試験＞
・宅地建物取引士資格試験は、都道府県知事が実施する。
・静岡県は、試験の実施について、（一財）不動産適正取引推進機構を指定機関に指定し、試験事務を委任している（全都道府県で同機構
を指定試験機関に指定）。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/index.html


提 供 日 2024/11/25

タイトル ～年末の交通事故を防ごう！～交通指導員による
「冬の一斉街頭指導」を実施します

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～年末の交通事故を防ごう！～

　　交通指導員による「冬の一斉街頭指導」を実施します

　
静岡県交通指導員会連合会では、例年交通事故が増える12月に「冬の一斉街頭指導」を実施しています。

　今年も12月２日（月）に、1,000人を超える交通指導員が、通学時間帯を中心に県内各地の街頭に立ち、児童・生徒に対する交
通安全・自転車安全利用の指導や、のぼり旗による交通安全啓発活動等を行います。

（概　要）

１　日　時
　　令和６年12月２日（月）朝夕の通学・通勤時間帯を中心に実施
２　実施団体
　　静岡県交通指導員会連合会（会長　狩野　龍一）
３　参加者
　　交通指導員、市町職員など
４　実施内容
　　児童・生徒に対する道路横断や歩道での歩き方指導、自転車の通行ルールやマナーの指導、のぼり旗によるドライバーへの注
意喚起など
５　主な実施場所

地域 市町 実施時間・場所 内容 問合せ先

東部 沼津市
7:00～8:00
門池公園周辺

・歩行者、自転車の誘導と交通指導
・のぼり旗による交通安全啓発活動

市生活安心課
055-934-4742

中部 静岡市
7:00～8:00
国道1号
江尻大和交差点周辺

・歩行者、自転車の誘導と交通指導
・のぼり旗による交通安全啓発活動
・チラシ等の配布

市生活安全安心課
054-221-1058

西部 袋井市
7:30～8:30
浅羽中学校周辺道路

・歩行者、自転車の誘導と交通指導
・のぼり旗による交通安全啓発活動
・中学校生徒の自転車へのリフレクター取付

市協働まちづくり課
0538-44-3125

○　雨天の場合など、街頭指導が中止になる場合があります。実施場所等の詳細は、各市町交通安全担当課にお問い合わせくださ
い。

※静岡県交通指導員会連合会とは
　県内33市町（磐田市、森町を除く）の交通指導員会（隊）による組織で、昭和44年に設立された。
　令和６年４月現在、県下に1,241人の交通指導員（交通ボランティア）がおり、子どもたちの
　登下校時の街頭指導や、警察署・交通安全協会とともに交通安全活動に従事している。



提 供 日 2024/11/26

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、特別支援教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（趣　旨）
本日、静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
懲戒処分
(1)　処分日    令和６年11月26日（火）
(2)　処分量定    戒告
(3)　所属    県立特別支援学校
(4)　職名　　教諭
(5)　年齢    46歳
(6)　性別    女性
(7)　事案概要（交通事犯(人身事故)）

当該教諭は、令和６年５月30日(木)午前７時57分頃、通勤のため普通乗用自動車を運転し、静岡県富士市大淵3430番地の１先の信号機の
ある交差点を右折進行するに当たり、運転上の注意義務を怠り、対向直進してきた男性（以下、Ａ）が運転する普通自動二輪車に自車左側面
後部を衝突させて、自動二輪車もろとも路上に転倒させ、Ａに加療約２か月間を要する左鎖骨遠位端骨折等の傷害を負わせた。

当該教諭は、令和６年８月29日(木)に免許停止30日の行政処分を受け、令和６年９月10日(火)に富士簡易裁判所から罰金20万円の刑事処
分を受けた。

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
教育委員会が一丸となって交通安全意識の徹底などの不祥事防止対策に取り組む中、教職員がこのような非違行為を行ったことは、児童生

徒、保護者をはじめ、県民の皆様の学校教育に対する信頼を失わせるものであり、社会的責任は大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を改めて促すとともに、具体的・実践的

な指導や研修を通じて、職員全体の一層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



発 表 日 2024/11/26

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、義務教育課、高校教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
　１　懲戒処分(その１)

(1) 処分日    令和６年11月25日(月)
(2) 処分量定    免職
(3) 所属    中学校（東部）
(4) 職名    教諭
(5) 年齢    31歳
(6) 性別　　男性
(7) 事案概要(児童生徒性暴力等(わいせつ行為))

当該教諭は、平成30年４月から９月までの間に、過去に勤務していた学校の卒業生で当時高校生の女子生徒に、わいせつな行為を行っ
た。

２　懲戒処分(その２)
(1) 処分日    令和６年11月26日(火)
(2) 処分量定    戒告
(3) 所属    静岡県立浜北西高等学校
(4) 職名    教諭
(5) 年齢    63歳
(6) 性別　　男性
(7) 事案概要(生徒への不適切な言動)
　　　当該教諭は、令和６年８月26日（月）、自らが指導する部活動の他校との練習試合において、競技で使用する用具やペットボトルを地面に投げ

つけたことにより、部員の一人（以下、「部員Ａ」）の足に当たり、怪我を負わせた。また、当該教諭は、指導中に部員Ａの首を後ろからつかんだ。

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
教育委員会が一丸となって不祥事防止対策に取り組む中、複数の教職員がこのような非違行為を行ったことは、児童生徒、保護者をはじめ、県

民の皆様の学校教育に対する信頼を著しく失わせるものであり、社会的責任はきわめて大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、教職員一人一人が子どもをかけがえのない存在として認識

し、人権を尊重する感覚を養うとともに、公教育を担う重みを改めて自覚するよう、具体的・実践的な指導や研修を行うことにより、教職員全体の一
層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



提 供 日 2024/11/26

タイトル 静岡県内文部科学省SSH指定校とSSH認定校の連携学習
を実施します。

担　　当 教育委員会 浜松工業高等学校

連 絡 先 教頭　石川　好宏

TEL 053-436-1101

SSH指定校浜松工業高校とSSH認定校清水東高校との

連携学習を実施します。

～浜松工業と清水東　ダウンフォース技術を研究する～

　浜松工業高校では、令和６年度より５年間文部科学省のSSH（Super Science Highschool）３期目の指定を受け、国際的に活躍
できる科学技術者の育成を目指しています。工業高校で３期目の指定を受けるのは珍しく、高大連携事業や海外研修、特別講演会
などさまざまな事業を企画しています。
　この度事業の一環として、SSH認定校である清水東高校とダウンフォース技術に関する連携学習を実施します。

１　日時
　　令和６年12月３日（火）　16：00～17：00

２　場所
　　静岡県立浜松工業高等学校335教室（浜松市中央区初生町1150番地）

３　内　容
浜松工業高校と清水東高校の生徒が交流しながらダウンフォース技術について研究します。

４　参加者等
　　浜松工業高校機械科　生徒７名
　清水東高校　生徒６名　

５　問い合せ先
静岡県立浜松工業高等学校　
担当：教頭　石川　好宏
電話番号：053-436-1101
メール：office@hamako-ths.ed.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

mailto:office@hamako-ths.ed.jp


発 表 日 2024/11/26

タイトル 医療事故に係る和解の成立について

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 静岡県立静岡がんセンターRMQC室（医療の質・安全管

理室）

TEL 055-989-5222

医療事故に係る和解の成立について

当院において、口腔底がん（ステージ1）の手術前検査で食道がん（ステージ2）の所見を見落とし、進行食道がんの状態となってから治療
を開始したという医療事故について和解が成立しましたことをご報告いたします。
この医療事故は当院に過失があり、ご遺族様からの訴訟を経て本年9月に和解となりました。

　患者さんは60歳代の男性で、2017年11月、口腔底がんの診断で当院の頭頸部外科を受診しました。頭頸部外科担当医（以下「担当医」）は
口腔底がん手術前の検査として、 CT検査、ＭＲＩ検査、内視鏡検査をオーダーしました。担当医はCT画像をチェックしたものの、画像診断
科医師によるCT検査画像読影の報告書は未確認の状態でした。その報告書には「食道にチェック所見があるため追加評価を行う必要がある」
と追加検査が必要である旨や、内視鏡検査報告書においても、「中部食道前壁を主座とする粘膜下層深部浸潤を伴う食道表在がん30mmを認め
る」と記載されていたにも関わらず、担当医はこれらの報告書の確認を失念しました。また、口腔底がん手術前の頭頸部外科カンファレンス
においても、口腔底がん手術の治療部位に対する画像しか確認しておらず、食道がんに関する画像の供覧は行われなかったため議論されない
まま同年12月に口腔底がんに対し切除術が施行されました。
2018年３月、患者さんは飲み込みにくさの自覚症状があったため、他院で内視鏡検査を実施したところ、進行食道がんを指摘され同月に当

院を受診しました。受診時、担当医は患者さんから当院での検査結果を尋ねられ、担当医が未確認であった2017年12月実施のCT検査や内視鏡
検査の報告書等を確認し、食道がん所見の見落としがあったことが発覚しました。
食道がんはステージ3の進行がんとなっており、口腔底がんと食道がんの重複がんであったことがあらためて認識されました。食道がんに

対して化学放射線療法がおこなわれ、その後まもなく口腔底がんの再発も認め、2018年10月にお亡くなりになりました。

当院では、事故原因の究明と再発防止策の策定のため、外部の専門家を含む医療事故調査委員会を開催（2018年5月）しました。その結
果、口腔底がん術前の内視鏡検査で粘膜下層浸潤を伴う食道表在がんと指摘されていましたが、そのことに担当医が気づかないまま治療が進
められた結果、食道がんの進行をきたしたと判断されたことから、監督官庁に届け出を行うとともにご遺族様へ医療事故調査委員会の結果を
お伝えしお詫びいたしました。

　お亡くなりになられました患者さんには心からご冥福をお祈り申し上げますとともに、ご遺族様には多大なご心痛をおかけしましたことを
深くお詫び申し上げます。当院といたしましては、今回の事故を深く反省し、二度とこのような事故を起こさないよう再発防止に努め、最善
で適切な医療を提供できるよう、職員一丸となって努力してまいります。

※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンターRMQC室（医療の質・安全管理室）

静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地　
電話：055(989)5222　月～金、9時30分～17時 

(11月26日（火）は18時まで)　



提 供 日 2024/11/26

タイトル がん研究会が開発する「統合がん臨床データベース」
の研究に静岡がんセンター等の3施設が初めて連携し、
日本の医薬品開発に向けた社会実装を開始

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 医療広報担当

TEL 055-989-5222

   

 　 
公益財団法人がん研究会

愛知県がんセンター

　静岡県立 静岡がんセンター

地方独立行政法人東京都立病院機構 がん・感染症センター 都立駒込病院

がん研究会が開発する「統合がん臨床データベース」の研究に

3施設が初めて連携し、日本の医薬品開発に向けた社会実装を開始

愛知県がんセンター、静岡がんセンター、がん・感染症センター 都立駒込病院が共同研究開発機関として参

画

内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）*1 研究開発事業テーマにおける課題「統合型ヘルスケアシステムの構

築」*2 に向け、公益財団法人がん研究会 有明病院（病院長：佐野武、所在地：東京都江東区、以下、がん研有明病院）が進め

る、「B-1 がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装」（以下、本研究）に、このたび愛知県がんセンター（総長：

丹羽康正、病院長：山本一仁、所在地：愛知県名古屋市）、静岡県立 静岡がんセンター（総長：上坂克彦、病院長：小野裕之、

所在地：静岡県駿東郡長泉町）、地方独立行政法人東京都立病院機構　がん・感染症センター 都立駒込病院（病院長：戸井雅

和、所在地：東京都文京区）の3施設が、共同研究開発機関として初めて参画しました。

がん研有明病院では、電子カルテや部門システム等の様々なデータベースに分散したがん診療情報を自動的・半自動的に取り込

み一元管理する仕組みとして、2017年から「統合がん臨床データベース」の独自開発を行ってきました。本データベースによって

院内のデータ管理だけでなく、製薬業界との連携により効率的かつ迅速な医薬品開発への応用が期待されることから、内閣府

SIP第3期において、中核的ながん専門医療機関との連携を進め、多施設統合がん臨床データベースを構築して、社会実装していく

ことを目指しています。

 【 統合 がん 臨床 データベース 　 イメージ 図 】

各施設のデータベースを連携したものが多施設統合がん臨床データベースになるため、導入する施設が増えることで、より多く

のがんの臨床データを集積できるようになります。さらに、データベースに実装されているアプリケーションを活用することで、

従来は手作業で数週間を要していたグローバル治験患者リクルートのためのデータ検索については数分で絞り込みが可能であり、

迅速な治験マッチングや、豊富な臨床データを活用した日本発の医薬品・医療機器開発につながることが期待されます。

この度の３施設の参画は、この多施設統合がん臨床データベース構築の重要な第一歩であり、これを皮切りに、今後より多くの

中核的ながん専門医療機関との連携を進めて参ります。

 【 多施設統合 がん 臨床 データベース 　 展開 イメージ 図 】



*１　SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）とは

内閣府に 設置された総合科学技術・イノベーション会議(CSTI) が司令塔機能を発揮して、府省の枠や旧来の分野を超えたマネ

ジメントにより、科学技術イノベーション実現のために創設した国家プロジェクトです。真に重要な社会的課題や、日本経済再

生に寄与できるような世界を先導する課題に取り組んでいます。 

各課題を強力にリードするプログラムディレクター（PD）を中心に産学官連携を図り、基礎研究から実用化・事業化、

すなわち社会実装までを見据えて一気通貫で研究開発を推進しています。

  戦略的 イノベーション 創造 プログラム （SIP ： エスアイピー) -  科学技術 ・イノベーション -  内閣府 (cao.go.jp)

*２　SIP 第3 期 「 統合型 ヘルスケアシステムの 構築 」 ホーム ｜ 国立国際医療研究 センター (ncgm.go.jp)

 【 各施設 のコメント 】

●がん研有明病院　佐野武病院長のコメント

「当院は日本で最初のがんの専門病院であり、その積み重ねてきた臨床実績をデータベースとしてがん治療の課題解決に活用す

ることは、当院の果たすべき責務のひとつであると考えています。このたび、がん治療で実績のある3施設の連携により本研究は

新たな局面を迎えることとなり、課題解決にむけて着実に歩みを進められることを大変うれしく思っております。」

●愛知県がんセンター　山本一仁病院長のコメント

「当院の診療情報、診療実績を、がん診療を中心的におこなっている他施設の臨床データと統合し、医療情報を共有化すること

で、患者支援やがん医療の問題解決につながることは素晴らしい取組みであると考えています。この取組みは診療の効率化や治

験・臨床試験ではみることができないリアルワールドデータの提供にもつながり、より臨床現場に近いエビデンスを提供するもの

で、価値のあるデータの創出に期待しています。」

●静岡がんセンター　小野裕之病院長のコメント

「多施設がん統合データベースにより、広範なデータを活用し、より効果的かつ個別化された治療法の開発が期待されます。ま

た、他の医療機関との協力により、研究や診断の精度が向上し、患者さんにとって最適な治療が提供されることに繋がると思いま

す。」

●がん・感染症センター　都立駒込病院　戸井雅和病院長のコメント

「駒込病院は総合診療基盤を有するがん専門病院です。当院のがん登録の歴史は古く、1985年から臨床データを蓄積してきまし

た。共同させていただく３施設と当院のデータを集積することで、グローバルなリアルワールドデータを提供できると考えており

ます。東京都のがん診療連携拠点病院の責務として、本研究に参加し、がん治療開発を進めて参ります。」

 【「B-1  がん 診療 についての 統合的臨床 データベースの 社会実装 」 について 】

目的

がん領域における『知識発見』と『質の高い医療提供』の自律的循環を支える医療情報基盤の構築

社会実装

上記の目的を達成するために3つの取組みを設定しています。

社会実装1． がん診療に関する臨床データ収集データベースの社会実装

がん研究会で構築を進めてきた、必要なデータ収集の自動化ならびに転記作業の半自動化を実現するデータベース

を、汎用的に使える標準的なシステムに作り変えて、複数のがん専門医療機関への導入を進める。

社会実装2．がん薬物療法支援アプリ(患者支援プログラム)の社会実装

がん研究会をフィールドとして研究開発を行ってきた「がん薬物療法問診」を発展させて、患者さん個別の症状マ

ネージメントや日常生活・社会活動に関する支援情報等の提供を通じて、がん治療の完遂をサポートする。

社会実装3．がん治療に関する知識構築(製薬企業協働)



多施設でのデータ集積を進め、治験関連におけるデータ活用によるドラッグ・ラグ、ドラッグ・ロスの解消や企業と

のニーズマッチングなど、がん治療の課題解決につながる医療情報基盤を構築する。

展望

より多くの中核的ながん専門医療機関への統合がん臨床データーベースの導入を促進し、集積したデータは迅速な治験マッ

チングや日本発の医薬品・医療機器開発の促進等のがん治療の発展に活用し、本研究の目的である「がん領域における『知

識発見』と『質の高い医療提供』の自律的循環を支える医療情報基盤の構築」の達成を目指していきます。

将来のがん医療の発展にも資するがんに関する診療データと医薬品/医療提供が持続的に循環するようなビジネスモデルを

作り上げていきます。

詳しくは「SIP 第3 期 「 統合型 ヘルスケアシステムの 構築 」2023 年度公開 シンポジウム」をご覧ください。

（「B-1 がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装」の説明は40分頃よりはじまります）

■がん研究会について

がん研究会は、「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」ことを基本理念として掲げ、研究所と病院が一体となってがんの本態

と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、生命科学の先端を開拓することを目指しています。その実現に

向けて、新薬開発のための臨床試験（治験）や、新たな治療法・診断法の開発につながる臨床研究を積極的に実施しています。ま

た、基礎研究を診断・治療法の開発へつなげる橋渡し研究、いわゆる「トランスレーショナルリサーチ」も推進しています。

Web：https://www.jfcr.or.jp/

■愛知県がんセンターについて

愛知県がんセンターは1964年にがん研究会、国立がん研究センターに次いで設立され、我が国の3大comprehensive cancer 

center（病院と研究所を併設する総合がんセンター）の一つとして、60年余に渡って実績と信頼を築いて来ました。病院と研究所

が併設されている強みを存分に活かし、科学的なエビデンスをもとに、現在ある最良の医療を提供するとともに、新しいエビデン

スの創出、明日のより良い医療、がんにならないための予防法の創出に向け、まい進しています。

Web：https://cancer-c.pref.aichi.jp/

■静岡がんセンターについて

静岡がんセンターは「患者さんの視点を重視」を基本理念とし、病院、研究所、疾病管理センターの3つの組織が一体となって、

理想のがん医療を目指して、最善のがん医療の提供と徹底した患者家族支援を日々追求して活動しています。2002年の開院以来、

多職種チーム医療体制で患者さんを治し、支える仕組みを構築。現在、615床、うち緩和ケア病棟50床。特定機能病院、がんゲノ

ム医療中核拠点病院、都道府県がん診療連携拠点病院等。

Web：https://www.scchr.jp/

■がん・感染症センター　都立駒込病院について

都立駒込病院は総合診療基盤を有し、がんと感染症医療に重点を置いた病院です。行政的医療や複雑な病態、難治性の疾患に対す

る高度専門医療を提供しています。がん医療においては、東京都のがん診療連携拠点病院および造血幹細胞移植推進拠点病院とし

てまとめ役を担っています。感染症医療においては、第一種・第二種感染症指定医療機関及びエイズ診療中核拠点病院の役割を果

たしています。また、臨床研究や治験へも積極的に取り組み、新たな医薬品・医療機器の開発や治療法の確立を通じて、医療の質

の向上を目指しています。

Web： https://www.tmhp.jp/komagome/

【お問い合わせ先】
●公益財団法人がん研究会　社会連携部広報課

〒135-8550 東京都江東区有明3-8-31
TEL：03-3570-0775　 FAX：03-3520-0141  e-mail：ganken-pr@jfcr.or.jp

●愛知県がんセンター　運用部　経営戦略課　企画・経営グループ
〒464-8681 名古屋市千種区鹿子殿1-1

TEL：052-762-6111（内線2521）FAX：052-764-2963 　e-mail：k.murakami@aichi-cc.jp

●静岡がんセンター　マネジメントセンター　医療広報担当
〒411-8777 静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地
TEL：055-989-5592 　e-mail：info@scchr.jp

●地方独立行政法人東京都立病院機構　がん・感染症センター 都立駒込病院
計画課 計画グループ 計画担当

〒113-8677 文京区本駒込3-18-22
TEL：03 -3823-2101（内:2071）　e-mail：km_kikaku@tmhp.jp

https://www.jfcr.or.jp/
https://cancer-c.pref.aichi.jp/
https://www.scchr.jp/
https://www.tmhp.jp/komagome/
mailto:ganken-pr@jfcr.or.jp
mailto:k.murakami@aichi-cc.jp
mailto:info@scchr.jp
mailto:km_kikaku@tmhp.jp


提 供 日 2024/11/26

タイトル ダイバーシティ経営導入セミナー　　参加者募集中！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班　渡邉・川島

TEL 054‐221‐2334･2338

ダイ バーシティ 経営導入セミ ナー 参加者募集中！

静岡県では、誰もが働きやすい職場環境づくりを通じて産業人材の確保を図り、県内中小企業におけるダイバーシティ経営の普及を促進

するためのセミ ナーを全３回開催します。

第２回目となる本セミ ナーでは、副業・兼業や短時間正社員など新しい働き方の導入がもたらすメリ ットと重要性を学びます。

オンラインによる無料セミ ナーで、会社や御自宅からお気軽に御視聴いただけますので、ぜひ御参加ください。

【ダイバーシティ経営】
多様な人材を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供することで、イノベーションを生み出し価値創造につなげてい

る経営

（引用：経済産業省ＨＰ『ダイバーシティ経営の推進』）

１ ． 概　 要
　越境体験で社員が育つ！！中小企業の副業・ 兼業活用セミ ナー

開催日時 令和６年12月６日（金）13：30～15：00（Zoomウェビナー）
基調講演
講　　師

認定ＮＰＯ法人サービスグラント　代表理事　嵯峨生馬 氏

事例発表
企業情報

・静岡鉄道株式会社
鉄道・索道事業及びまちづくり業

・加和太建設株式会社
総合建設業・不動産業・施設運営

・医療法人社団明和会　大野浦病院
病院、介護施設の運営

２ ． スケジュ ール
13：30～14：10　第１部　基調講演

14：10～14：55　第２部　先進企業の事例紹介

３ ． 詳細及び申込
株式会社るるキャ リ ア（ 事業受託者）
・ＵＲＬ：h ttp s ://lu lu ca re e r.com /se m in a r
・ｍａｉｌ：in f o@ lu lu ca re e r.com
・電話番号：0 5 4 -2 0 7 -8 0 0 1

〔 お問い合わせ〕

・静岡県経済産業部　労働雇用政策課　

電　話  054-221-2334　　　メール  roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp

https://lulucareer.com/seminar
mailto:info@lulucareer.com
mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/26

タイトル 浜名湖ボートレース企業団からの海保全基金への寄附
金贈呈

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

静岡県美しく豊かな海保全基金
浜名湖ボートレース企業団から寄附金が贈呈されました

　県は、「静岡県美しく豊かな海保全基金」を活用し、海洋環境の保全と水産資源の回復に資する取組を実施しています。

この度、浜名湖ボートレース企業団から、基金へ寄附金が贈呈されました。

１　浜名湖ボートレース企業団の概要

項目 内容
代表者 企業長　鈴木　利享
所在地 湖西市新居町中之郷3727-7
職員数 51名（2024年4月1日時点）

事業内容 モーターボート競走事業

海に関する取組 浜名湖周辺地域の社会福祉の増進、医療の普及、教育文化の発展、体育の振興、その
他住民の福祉の増進を図るための施策を行うものに対し協力

寄附金 90,000円
寄附年月日 令和６年11月５日

問合せ先
浜名湖ボートレース企業団 宣伝課（湖西市新居町中之郷3727-7）
TEL:053-594-7116　FAX:053-594-7170

２　静岡県美しく豊かな海保全基金の概要

項目 内容

対象事業 県の区域に属する海面及び汽水湖の環境保全に関する知識の普及及び活動の促進その
他環境の保全に資する事業に要する経費

取組内容

○民間団体への活動支援
静岡の海をフィールドとして、保全活動等に取り組む団体への助成

○実践活動の強化
　「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」による、環境保全等の取組みや啓発を

実施
○研究開発
　サクラエビ、キンメダイ等の水産資源の回復や海洋マイクロプラスチック問題の解

決に資する調査・研究開発を実施。

基金額
４年間（令和４～７年度）で２億円（予定）
県拠出1.5億円、寄附金0.5億円

設置日 令和４年３月29日



提 供 日 2024/11/26

タイトル 「不法投棄撲滅月間」にあわせ、不法投棄防止統一パ
トロールを実施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 不法投棄対策班

TEL 054-221-3810

「不法投棄撲滅月間」にあわせ、不法投棄防止統一パトロールを実施します！

12月の「不法投棄撲滅月間」にあわせ、県内の生活環境の保全及び不法投棄の撲滅を図るため、市町など関係機関と連携し、官民一体と
なって、富士山麓など人目につかない場所を中心に一斉パトロール活動を行います。

１　実施日時場所

　　令和６年12月３日（火）午前９時から　おおむね１時間程度

　　県内全域に設定したパトロールコース

２　パトロールの実施内容

　◎「陸」…県内全38コースをパトロール車両により巡回・探索します。

　◎「海」…下田海上保安部及び清水海上保安部巡視艇により沿岸部を巡回・探索します。

　◎「空」…県警察本部ヘリコプターが富士山麓等を中心に、上空から巡回・探索します。

３　協力機関

　　県関係所管課、県空港管理課、県警察本部、県内市町、下田・清水海上保安部、公益

社団法人静岡県産業廃棄物協会、富士山麓不法投棄防止ネットワーク推進会議構成機関

４　取材対応

「陸」のパトロール出陣式で取材対応します。当日の連絡先　080-1051-7509

(1) 日時　令和６年12月３日（火）午前８時30分から

(2) 場所　富士市新環境クリーンセンター

　　※富士市内のパトロール中に廃棄物の回収作業を予定しているため、同行される場合

は車両にてお越しください。

５　中止の判断

　　悪天候等による中止等の判断は、パトロール前日の午後３時以降に行います。

　　お問い合わせは廃棄物リサイクル課（054-221-3810）までお願いします。



会 見 日 2024/11/26

令和６年度静岡県地域防災訓練
　　　（県民への呼びかけ）

１　統一実施日：令和６年12月１日（日）
「地域防災の日」 （12月の第１日曜日）

２　実施主体：自主防災組織、地域内の事業所、消防団等
　　協力機関等：県、市町、静岡県警察、消防本部、自衛隊等

　　　　　　訓練参加予定者　合計　約59.4万人

　　３　訓練内容：各地域の特性に応じ、地震・津波・火山噴火・風水害など、地域
　 のリスクを踏まえた想定のもとで訓練を実施する。

４　地域防災訓練の「重点項目」
　＜自助＞
　（１）「わたしの避難計画」の作成、点検
　（２）避難場所、避難経路、避難所要時間の確認
　（３）身の回りの防災対策の確認
　　　（家庭内備蓄7日分、携帯トイレなど）
　＜共助＞
　　〇　避難所運営訓練の実施
　　　（女性の視点を取り入れた避難所環境や運営方法の確認、

 避難行動要支援者の所在の把握と支援方法の確認など）
　＜能登半島地震を踏まえての重点項目＞
　　・　住宅の耐震化、火災防止対策の確認
　　・　孤立が予想される地域における対応など

５　県民の皆様へ
　・「わたしの避難計画」とは、身の回りの災害リスクに備えて、「どのタイミング」で「どこに」避難するか、あらかじめ整

理したものです。
　・県民の皆様には、この機会に、是非「わたしの避難計画」をお作りいただき、実際に防災訓練で避難を体感することで、い

ざと言うときの備えを確認してください。
担当 ： 危機管理部 危機対策課

連絡先 ： 危機管理部　危機対策課　TEL 054-221-3594



提 供 日 2024/11/26

タイトル 一人当たり県民所得は全国第４位～令和３年度県民経
済計算の全都道府県集計結果～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2242

（要旨）
　令和３年度の全都道府県の県民経済計算の推計結果を、内閣府経済社会総合研究所が取りまとめたので情報提供します。
　なお、静岡県の集計結果は、令和６年９月12日に公表済みです。
　※全都道府県データの詳細は、内閣府のホームページに掲載されています。
　　(https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/sonota/kenmin/kenmin_top.html)

（概要）

https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/sonota/kenmin/kenmin_top.html




提 供 日 2024/11/27

タイトル モンゴル国から２名の教員（指導主事）
が来静し、教育長を表敬訪問します

担　　当 教育委員会 総合教育センター総務企画・ＩＣＴ推進課

連 絡 先 企画・ICT推進班

TEL 0537-24-9706

モンゴル国から２名の教員（指導主事）が来静し、教育長を表敬訪問します

本県とモンゴル国は、平成30年度に締結した教員研修分野における連携に関する協定に基づき、指導主事の相互交流を行ってい
ます。
　今年度も、モンゴル国から２名の指導主事が来静し、学校等の訪問や総合教育センター指導主事との交流を行うとともに、教育
長を表敬訪問します。

＜教育長表敬訪問＞
１　日　　時　12月２日（月）　9：30～10：00

２　会　　場　県庁西館７階教育長室

３　内　　容 （１）静岡県教育長　挨拶
　　　　     （２）モンゴル国教員（指導主事）　挨拶
　　　　     （３）歓談
　　　　     （４）記念品交換
　　　　     （５）記念撮影

４　訪 問 者　・ツェンデー・ツェレンドルジ　氏
　　　　　　  （モンゴル国教育省教育政策局 物理学指導主事）
　　　　　　  ・ダナーラグチャー・トゥヴシンジャルガル　氏
　　　　　　  （モンゴル国教育省教育政策局 就学前教育指導主事）　

５　活動日程   　　　　　　　
月日 研修内容等

12月２日
（月）

・ 9:30～10:00　教育長表敬訪問（県庁西館７階教育長室）
・13:30～16:00　総合教育センター視察（掛川市富部456）

12月３日
（火）

・ 9:30～11:30　焼津市立大富幼稚園訪問（焼津市中根新田638）
・13:30～15:30  吉田特別支援学校訪問（榛原郡吉田町片岡2130）

12月４日
（水）

・ 9:45～11:30　磐田西高等学校訪問（磐田市中泉2680-1）
・13:30～15:45 総合教育センターマネジメント研修参観、電子顕微   

鏡体験（掛川市富部456）
12月5日
（木）

・ 9:30～10:50  総合教育センター指導主事との交流
 　（掛川市富部456）

６　担当・問合せ先
　　（１）　教育長表敬訪問
　　　　　　教育委員会教育政策課政策推進班
　　　　　　電話：054-221-3134（静岡市葵区追手町9-6）
　　（２）　学校訪問、総合教育センターでの視察等
　　　　　　※取材していただける場合には、事前に担当まで御連絡ください。
　　　　　　静岡県総合教育センター　総務企画・ICT推進課企画・ICT推進班　
　　　　　　電話：0537-24-9706（掛川市富部456）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/11/27

タイトル 出張がんよろず相談（牧之原市）を開催します

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

出張がんよろず相談（牧之原市）を開催します

１　要　旨
静岡県立静岡がんセンターでは、広く県民のがんに関する総合相談窓口として「よろず相談」を設け、電話や対面で年間約14,000件の

相談に応じています。
このたび、当院でのよろず相談を利用することが難しかった地域住民の利便を図るため、専門スタッフが地域に出向く「出張がんよろ

ず相談」を実施いたします。

２　概　要
（１）開催日時　2024年12月20日(金)　13:00～16:00

（２）開催場所　牧之原市総合健康福祉センターさざんか２階（牧之原市静波991-１）

（３）対　　象　原則として中部健康福祉センター管内（島田市・焼津市・藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本町）の住民で、がんに関す

る相談を希望される方

（４）内　　容　専門スタッフによる対面相談
医師、看護師、ソーシャルワーカー等、2～3名のチームが患者・家族からのがんに関する疑問や不安、悩みについてお話
を伺い、一緒に考え、問題を解決する手助けを行います。

（５）主　　催　静岡県・静岡県立静岡がんセンター

３　予約・問合せ
相談は、事前予約制で先着４組までとし、定員になり次第締め切ります。
予約受付日：11月28日(木)～12月12日(木)まで
受付時間　：９:00～17:00（土日・祝日を除く）
予約・問合せ先：静岡県立静岡がんセンターよろず相談

電話 055-989-5392（出張がんよろず相談予約専用ダイヤル)
４　今後の予定

日時：2025年１月30日(木)　13:00～16:00
（予約期間：１月９日～１月23日）

会場：菊川市総合保健福祉センタープラザけやき
対象：西部健康福祉センター管轄地域の住民

（磐田市・掛川市・袋井市・湖西市・御前崎市・菊川市・森町の住民）
５　その他

詳細が決まり次第、ホームページにてお知らせします。
お急ぎの相談は、静岡県立静岡がんセンターよろず相談へどうぞ。

     電話055-989-5710　受付8：30～16：00（土日・祝日除く）

※本リリースに関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡がんセンター マネジメントセンター 医療広報担当　　TEL 055(989)5222



提 供 日 2024/11/27

タイトル 「第４４回全国障害者技能競技大会（アビリンピッ
ク）」において、本校の学生が銀賞を受賞！！

担　　当 経済産業部 あしたか職業訓練校

連 絡 先 訓練課

TEL 055-924-4380

 第４４回全国障害者技能競技大会（アビリンピック）が令和６年１１月２２日（金）から２４日（日）までの３日間にわたり、愛知県国際展
示場（愛知県常滑市）で開催され、生産・サービス科　機械操作コースの山崎櫂（やまざき かい）さんが「オフィスアシスタント
競技」にて銀賞を受賞しました！（金賞は該当者なしです）

○アビリンピックとは
アビリンピックは、障害のある方々が日ごろ職場などで培った技能を競う大会です。障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、企業

や社会一般の人々に障害のある方々に対する理解と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを目的として開催しています。２５種目、
３９８名の選手のうち、本校からは４名の学生が「木工競技」「縫製競技」「ワード・プロセッサ競技」「オフィスアシスタント競技」の４種目に出場し
ました。
　「オフィスアシスタント競技」は、誰でも一度は経験したことのある「手紙を出す」までの手順を競技にしたもので、制限時間内にいかに早く、
正確に作業するかを競います。３種類の文書を仕分けしながら、折り板を使用して折る、しわを出さないように決められた位置に糊付けする、
宛名だけでなく住所も見ながら仕分けをする等、単純な中にも正確な技能が要求されます。

○あしたか職業訓練校について
　あしたか職業訓練校では、主として身体に障害のある方と知的に障害のある方が自立を目指して1年間の職業訓練を行っています。個々の
特性に応じた訓練を行い、修了後はほぼ全員が就職し、各分野で活躍しています。

○本校の受賞歴

平成２１年度　銀賞　縫製 平成３０年度　銀賞　縫製
平成２１年度　銀賞　木工 令和元年度　銀賞　木工
平成２５年度　銅賞　木工 令和３年度　銀賞　縫製
平成２８年度　銅賞　縫製 令和４年度　銀賞　木工
平成２８年度　銅賞　木工 令和５年度　努力賞　木工
平成２９年度　銀賞　縫製 令和６年度　銀賞　オフィスアシスタント



提 供 日 2024/11/27

タイトル 新型コロナウイルス性肺炎 中等症II以上の入院者の状
況調査（第９報）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7220

１　要旨
　　県内の医療機関から、令和６年５月６日～令和６年10月27日までに報告のあった新型コロナウイルス性肺炎で中等症II以上
となった入院患者について、第９報としてとりまとめたので報告します。

２　概要

※パフォーマンス・ステータス（日常生活自立度）とは患者の全身状態を日常生活動作のレベルに応じて０～４の５段階で表した指標。グレード１以上は
日常生活動作に何らかの制限が生じている状態。

３　結果

４　参考

※結果の詳細は静岡県公式ホームページで公開します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou /1055136/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1055136/index.html


提 供 日 2024/11/27

タイトル しずおかマリッジ菊川市で婚活イベントを開催しま
す！！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
菊川市で婚活イベントを開催します！！

「しずおかマリッジ」では、マッチングシステムによる出会いの機会の提供に加え、地域資源等を活用した各種イベント・セミナーを開催
し、会員同士の直接の出会い・交流の場を提供します。このたび、今年度７回目の市町連携婚活イベントを、菊川市で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」出会いイベントVol.7＠菊川市

「お茶の菊川」の原点の建物のひとつでもある【赤レンガ倉庫】で
～クリスマスシーズン目前！大人お洒落なフラワーガラスツリー作り♪～

日時 令和６年11月30日（土）13時15分～16時30分
会場 菊川赤レンガ倉庫 （靜岡県菊川市堀之内1425）
内容等

（予定）
・高級感と可憐さを併せ持つ【フラワーガラスツリー】を作成
・国の登録文化財に指定されている「赤レンガ倉庫」を貸し切りにした特別な空
間での個別トーク！
13:00 受付開始
13:15 オリエンテーション・自己紹介
13:30 ワークショップ
14:40 個別トーク
16:00 マッチング（結果発表・アンケート）
16:30 終了

参加者概要 (募集)25～35歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=167

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和６年11月29日（金）までに
　　　　　　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【当日受付】会場に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、菊川市役所駐車場を御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について（御協力のお

　　　　　　　願い）」に沿った取材・報道の実施に御理解・御協力ください。

　●ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
6,097件 2,042件 331件 64件

（※令和６年10月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=167
https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2024/11/27

タイトル 人づくり推進員全体研修会を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3304

人づくり推進員全体研修会を開催します

　「人づくり推進員」は、本県の人づくりの推進のため、「人づくり地域懇談会」等の開催を通じて、家庭や地域における子育て
や人づくりへの助言を行うなど、人づくり実践活動の推進に取り組んでいます。
　県は、人づくり推進員が最新の知識や考え方について知見を深めるとともに、推進員同士で活動内容等について情報交換する場
となる「人づくり推進員全体研修会」を開催することで、人づくり推進員のより一層の資質向上を図ります。

≪概要≫
１　日時
　　令和６年11月29日（金）　午後１時30分～４時

２　会場
　　パルシェ貸会議室７階　第２・第３会議室（静岡市葵区黒金町49番地）

３　内容（日程）
　（１）講演（13:30～14:35）

・講師：親野 智可等（おやの ちから）（教育評論家）
・演題：「家庭・学校・地域で子どもを伸ばす」

（２）意見・情報交換会（14:45～15:50）

４　出席者
　　人づくり推進員、市町人づくり担当者　　　　約55人

【参考】
○人づくり推進員
・本県が進める人づくり施策への県民の理解を深め、人づくりの実践を促すため、平成12年度から本県独自に設けたものであり、
市町から推薦された方（地域のリーダー等で、人づくり活動等を行っている方など）を「人づくり推進員」として委嘱していま
す。
○人づくり地域懇談会
・県内各地域の小学校や幼稚園を中心に開催され、人づくり推進員が保護者等を対象に子育てや人づくりの助言等を行います。平
成12年度から開催され、令和５年度までに累計6,285回開催されています。



提 供 日 2024/11/27

タイトル ふじのくに芸術祭2024障害者文化芸術部門「ふぁいん
だー」作品公募展の開会式と公開最終審査会を開催し
ます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

　ふじのくに芸術祭2024障害者文化芸術部門
「ふぁいんだー」作品公募展の開会式と公開最終審査会を開催します！

１　要　旨
・静岡県では、県内最大の総合芸術祭である「ふじのくに芸術祭2024（第64回静岡県芸術祭）」を開催しています。今年から、この芸術祭に
「障害者文化芸術部門」を新設しました。

・障害者文化芸術部門「ふぁいんだー」作品公募展では、１次審査を通過した約40作品（ジャンル・大きさ制限なし）を展示します。会期初日
には開会式と公開最終審査会を実施し、県芸術祭賞他入賞作品を決定します。

・作品の魅力や注目ポイントを審査員から聞くことができる機会です。ぜひ会場へお越しください。

２　概　要
（１）会期　令和６年12月４日（水）～８日（日）
（２）会場　県立美術館県民ギャラリーＡ・Ｂ（静岡市駿河区谷田53-2）
（３）時間　午前10時～午後５時30分※入場は午後５時まで/最終日は午後３時30分まで
（４） 開会式
　ア　日時：令和６年12月４日（水）午前10時10分から
　イ　場所：県民ギャラリー前ロビー
　ウ　内容：審査員挨拶や前年度「ふぁいんだー」作品公募展最優秀賞受賞者による セレモニー （ くす 玉割 り ）を実施
（５） 公開最終審査会
　ア　日　時：令和６年12月４日（水）
                      審査…午前10時30分から※開会式終了後
　　　　　　　　　  結果発表・講評…午前11時30分から（予定）　　　　　　　
　イ　場　 所：県民ギャラリーＡ
　ウ　審査員：植松　篤氏（県立美術館学芸員）
　　　　　　　　 六車　由実氏（デイサービスすまいるホーム管理者・生活相談員）
　　　　　　　　 持塚　三樹氏（現代美術家・画家）
（６）その他　
　ア　同期間、北陸４県在住の障害のあるアーティストの作品を特別展示します。現地で被災したアーティストを応援する復興支援の作品展で

す。
　イ　12月７日（土）午後１時30分から、全盲の美術鑑賞者白鳥さんとアートについて自由に会話を楽しむ鑑賞会（事前申込制）を開催します。
（７）入場料　無料
（８）連絡先
　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課
　　TEL：054-221-2254　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp
　　特設ホームページ：https://findart.jp/event/fugeisai2024/

  

昨年度の様子（開会式） 昨年度の様子（展覧会）

 

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp
https://findart.jp/event/fugeisai2024/


提 供 日 2024/11/27

タイトル 「ふじのくに芸術祭2024美術部門写真展」審査結果を
発表します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

「ふじのくに芸術祭2024美術部門写真展」審査結果を発表します！

ふじのくに芸術祭2024（第64回静岡県芸術祭）美術部門「写真展」の審査結果を発表します。

なお、11月27日（水）から入賞・入選作品の展示会を静岡県立美術館で開催しています。

１　審査結果

静岡県芸術祭賞 後援者賞（K-MIX賞)
題　名 優雅独桜 水飛沫の先へ
氏　名 門脇　秀一 鈴木　けい子
作　品

審査評 　満開のしだれ桜が、スポットライト
で照らされたように浮かび上がり、
空が暁に染まった瞬間を見事に写
し撮りました。思い切りの良いフ
レーミングで、富士山がしだれ桜
のシルエットように見えて面白いで
す。
　　（評：山口　百希　氏）

　画面一杯にきらきらと光る小さな
飛沫。逆光だからこその輝きです
ね。そのひとつひとつを、広げた
両手で感じ取っているような画作
りが印象的な作品です。画面下か
ら上に伸びる手は、未来へ向かっ
ているようで希望も感じられます。
構図のセンスが抜群にいい。実風
景ながら心象をうまく作画に盛り
込んだところも見事です。
　　　　　　（評：榎並　悦子　氏）

※この他、入選者の一覧は、ホームページにて公開中です。

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1061258/1067423.html

＜参考＞

応募総数 228点
静岡県芸術祭賞(最高賞） １点
後援者賞（K-MIX賞） １点
奨励賞 ２点

入賞

準奨励賞 ３点
入選 48点

展示数 （招待作品１点含む）56点

２　展覧会の概要

　会　期　令和６年11月27日（水）～12月１日（日）

　時　間　午前10時～午後５時30分（入場は午後５時まで）

　　　　　※最終日の12月１日（日）は午後３時30分まで

　会　場　静岡県立美術館(静岡市駿河区谷田53-2)

　　　　　県民ギャラリー　※入場無料

　備　考　同会場にて障害者文化芸術部門文化芸術展を同時開催中です。

　　　　　多様な表現をお楽しみいただけます。

３　問合せ先

　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課

　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1061258/1067423.html
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/27

タイトル 新生活をスタートした社会人の皆さんが消費者トラブ
ルから身を守るためには…県内企業と連携して「新社
会人消費者教育出前講座」を開催します

担　　当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 消費者行政班

TEL 054-202-6016

新生活をスタートした社会人の皆さんが消費者トラブルから身を守るためには…
県内企業と連携して「新社会人消費者教育出前講座」を開催します

　
　社会人になると、一人暮らしを始めたり自由に使うことができるお金が増えたりと生活環境が大きく変化する一方で、様々な消
費者トラブルに巻き込まれるリスクにさらされます。

　県では、新生活のスタートでつまづかないよう、気を付けてほしい消費者トラブル事例や気を付けるべきポイントなどの知識を
身に付けてもらうための「新社会人消費者教育出前講座」の開催受入企業等を募集しています。

　このたび、今回の募集に対して県中部地域で初めて応募いただきました企業において、下記のとおり講座を開催します。

１　受入企業

　東京海上日動火災保険株式会社静岡支店

　（静岡市葵区紺屋町17番地の１葵タワー13階）

　　※ 同社は、本県と平成28年10月に「地方創生に関する包括連携協定」を締結

２　日時・場所

　令和６年12月５日（木）午後２時35分から３時５分まで
　葵タワー12階会議室（静岡市葵区紺屋町17番地の１）
　
３　受講者

　上記受入企業の１、２年目社員　16名

４　講座内容等

　中部県民生活センターの消費生活相談員を講師として派遣し、主に下記を中心に講座を実施します。

  ・若者に多い消費者トラブルの事例

  ・消費生活センターの役割　など

５　その他

　当日取材いただける場合は、前日までに下記担当あて御連絡ください。

　静岡県中部県民生活センター消費者行政班　小川・菊川

　電話：054-202-6016

　メールアドレス：pac-chubu-syohi@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:pac-chubu-syohi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/27

タイトル 12月は消費者被害防止月間です！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

12月は消費者被害防止月間です！

　　　　　　～県・市町・警察・消費者団体等が連携し、県内各地で啓発活動を行い
ます！～

年末年始は、役所などの公的な機関が長期休暇に入るため、この期間中を狙った悪質商法や詐欺などが増えやすく、消費者トラブルに巻

き込まれないために特に警戒が必要です。

そこで、県では、市町、県警及び消費者団体等と協力し、「消費者被害防止月間キャンペーン」を実施し、県民の皆様に悪質商法への注意

を呼びかけます。

　※ 取材の際には、事前に記載の連絡先まで御連絡ください。

１　街頭キャンペーン
　駅前やスーパーマーケット等の店頭で、悪質商法への注意喚起を図ります。
（適切な感染拡大防止策を講じた上で、リーフレット等の啓発ツールを配布します。）

　

　 　　　
　　　　
　　　　＜街頭キャンペーンR5の様子（左：東部スーパーマーケット、右：JR静岡駅）＞

市町・ セン タ ー名 実施日時 場所 連絡先

賀茂広域消費生活セン タ ー

東伊豆町

河津町

12月4日(水)

11時00分 ～ 12時00分

マッ ク スバリ ュ 稲取店

（ 賀茂郡東伊豆町稲取1699-11）

0558-24-2206

（ 賀茂広域消費

生活センタ ー）

賀茂広域消費生活セン タ ー

下田市

南伊豆町

12月5日(木)

10時00分 ～ 11時00分

マッ ク スバリ ュ 下賀茂店

（ 賀茂郡南伊豆町

下賀茂字日詰257-1）

0558-24-2206

（ 賀茂広域消費

生活センタ ー）

賀茂広域消費生活セン タ ー

松崎町

西伊豆町

12月11日(水)

10時00分 ～ 11時00分

マッ ク スバリ ュ 松崎店

（ 賀茂郡松崎町江奈

303-1）

0558-24-2206

（ 賀茂広域消費

生活センタ ー）

東部県民生活センタ ー

沼津市

12月6日（ 金）

11時00分～12時00分

マッ ク スバリ ュ 沼津南店

（ 沼津市西島町10-1)

055-951-8214

（ 東部県民生活

セン タ ー）

熱海市
12月6日（ 金）

15時00分～16時00分

マッ ク スバリ ュ 熱海店

（ 熱海市中央町19-39）
0557-86-6191



三島市
12月6日（ 金）

15時00分～15時30分

イ ト ーヨ ーカ ド ー三島店

（ 三島市中田町9-30）
055-983-2621

御殿場市
12月5日（ 木）

16時00分～17時00分

(1) マッ ク スバリ ュ

御殿場萩原店

（  御殿場市萩原853-1）

(2)マッ ク スバリ ュ

御殿場便船塚店

（  御殿場市東田中便船塚1015-1）

0550-82-8400

裾野市
12月4日（ 水）

11時00分～12時00分

(1)マッ ク スバリ ュ 裾野店

（ 裾野市佐野1513-1）

(2)マッ ク スバリ ュ 裾野茶畑店

（ 裾野市茶畑2-1）

(3)ベルシティ 裾野

（ 裾野市佐野1039）

055-995-1857

伊豆市
12月6日（ 金）

11時00分～12時00分

マッ ク スバリ ュ 修善寺駅前店

（ 伊豆市柏久保字新町1347）
0558-72-9858

伊豆の国市
12月3日（ 火）

11時00分～12時00分

アピタ 大仁店

（ 伊豆の国市吉田字九十分

153-1）

0558-76-8000

函南町
12月3日（ 火）

13時30分～14時30分

フ ード スト アあおき

（ 函南町間宮833-1）
055-979-8114

富士市

(1)(2)12月10日（ 火）

10時00分～11時00分

(3)12月13日（ 金）

10時00分～11時00分

(1)し ずてつスト ア 富士吉原店

（ 富士市浅間本町1-49）

 (2)エスポッ ト  新富士駅南店

（ 富士市川成島177）

 (3)富士信用金庫 富士岡支店

（ 富士市富士岡1457-7）

 0545-55-2750

富士宮市
12月17日（ 火）

10時00分～11時30分

(1)富士宮市役所庁舎前

（ 富士宮市弓沢町150）

(2)エブリ ィ ビッ グデー富士宮店

（ 富士宮市富士見ヶ 丘304-1）

(3)パワースーパーピアゴ富士宮店

（ 富士宮市東阿幸地541）

(4)エスポッ ト 富士宮店

（ 富士宮市矢立町927）

0544-22-1132

藤枝市
11月29日（ 金）

7時30分～8時30分

JR藤枝駅 北・ 南口ロ ータ リ ー

（ 藤枝市駅前1-1-1）
054-643-3345

牧之原市
12月8日（ 日）

15時00分～16時30分

(1)スーパーラ ッ ク 相良店

（ 牧之原市波津3-51）

(2)フ ード マーケッ ト マム相良

（ 牧之原市大沢642-1）

(3)カ ネハチ榛原店

（ 牧之原市細江4475）

(4)KOマート フ ァ ン モール店

（ 牧之原市細江1334-1）

0548-23-0088



西部県民生活センタ ー

浜松市

12月2日（ 月）

12時00分～13時00分

JR浜松駅構内及びソ ラ モ周辺

（ 浜松市中央区砂山町6-2）

053-457-2635

（ 浜松市）

袋井市

(1)12月3日（ 火）

８ 時00分～９ 時00分

(2)12月20日（ 金）

11時00分～12時00分

(1)静岡理工科大学

（ 袋井市豊沢2200-2）

(2)遠鉄スト ア久能店

（ 袋井市久能1265）

0538-44-3136

御前崎市 12月中旬
道の駅風のマルシェ 御前崎

（ 御前崎市合戸字海岸4384-1）
 0537-85-1135

２　講演会、研修会の開催

市町・ セン タ ー名 実施日時 場所 連絡先

御殿場市
12月19日（ 木）

10時00分～12時00分

御殿場市民交流センタ ー

「 ふじ ざく ら 」

（ 御殿場市萩原988-1）

0550-82-8400

（ く ら し の安全課）

0550-70-6800

（ 市民交流センタ ー）

伊豆市
12月13日（ 金）

13時30分～15時30分

城山活動セン タ ー

(包括支援センタ ー) 

（ 伊豆市本立野531-1）

0558-72-8508

長泉町
12月20日（ 金）

11時00分～11時30分

長泉町福祉会館

（ 長泉町下土狩967-2）
055-988-3920

富士宮市
12月13日（ 金）

13時30分～15時00分

富士宮市役所710会議室

（ 富士宮市弓沢町150）
0544-22-1132

中部県民生活センタ ー
12月5日（ 木）

14時35分～15時05分

葵タ ワー12階会議室

（ 静岡市葵区紺屋町17-1）
054-202-6016

藤枝市
12月2日（ 月）

13時30分～15時30分

藤枝市役所西館5階大会議室

（ 藤枝市岡出山１ -11-１ ）
054-643-3345

島田市
12月24日（ 火）

9時00分～10時00分

島田市役所大会議室

（ 島田市中央町1-1）
0547-36-7153

菊川市
12月17日（ 火）

14時00分～15時15分

プラ ザけやき  2階 201会議室

（ 菊川市半済1865）
0537-35-0936

浜松市
12月12日（ 木）

13時30分～15時30分

ク リ エート 浜松 特別会議室

（ 浜松市中央区早馬町2-1）
053-457-2635

３　パネル展示、横断幕の掲示等

市町・ セン タ ー名 実施日時 場所 連絡先

東部県民生活セン タ ー
(1)12月2日（ 月） ～12月27日（ 金）

(2)12月11日（ 水） ～12月25日（ 水）

(1)沼津産業ビ ル1階

ギャ ラ リ ーぷら ざ

(2)東部総合庁舎2階

展示スペース

055-951-8214

沼津市 12月2日（ 月） ～12月27日（ 金）
沼津市役所玄関ロ ビー

及び玄関ピロティ
055-934-4841

三島市 12月9日（ 月） ～12月13日（ 金） 三島市役所本館玄関ロビ ー 055-983-2621

富士市

(1)12月16日（ 月） 13時00分

 ～12月27日（ 金） 15時00分

(1)富士市役所

2階市民ホール
0545-55-2750



(2)12月2日（ 月） ～12月25日（ 水）
(2)富士市役所南側の歩道橋

及びJR富士駅北側歩道橋

静岡市
(1)12月9日（ 月） ～12月27日（ 金）

(2)12月2日（ 月） ～12月27日（ 金）

(1)静岡市役所静岡庁舎

新館１ 階

(2)静岡市役所静岡庁舎新館

（ 御幸町通り 側）

054-221-1054

牧之原市 12月1日（ 日） ～12月28日（ 土） 牧之原市役所庁舎入口 0548-23-0088

西部県民生活セン タ ー 11月29日（ 金） ～12月27日（ 金） 西部総合庁舎1階ロ ビー 053-458-7116

袋井市 12月1日（ 日） ～12月31日（ 火）
(1)袋井市役所内

(2)愛野駅
0538-44-3136

浜松市 12月16日（ 月） ～12月20日（ 金） 浜松市役所1階 053-457-2635

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2024/11/27

タイトル 令和６年度南海トラフ地震についての県民意識調査の
実施

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

令和６年度南海トラフ地震についての県民意識調査

１　要旨
　
　県民の大規模地震に対する防災意識や防災対策の実施状況、経年変化等を把握するため、県民意識調査を実施しており、今回で
24回目となります。
　より幅広く県民から回答を得るため、今年度から簡単に回答できるGoogleフォームを活用した調査といたします。

２　内容
　
調査期間 令和６年12月２日～令和７年１月31日まで

調査目的
　当該調査を兼ねて県民への防災に対する啓発を行うとともに、調
査結果を今後の防災対策に役立てるため

主な調査項目

１　南海トラフ地震について
２　南海トラフ地震が発生したときの行動について
３　南海トラフ地震臨時情報が発せられたときの行動について
４　日ごろの防災対策について
５　自主防災組織について

調査方法

Googleフォームによる調査

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040807/106696
2.html

周知方法
　新聞、テレビ、県民だより及び市町広報誌、県ＨＰや県メールマ
ガジン、各種ＳＮＳなど様々な媒体を利用して、当該調査の周知を
図っていく

３　その他

　調査結果につきましては、令和７年３月中旬に公表予定です。

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040807/106696


提 供 日 2024/11/28

タイトル 富士山静岡空港からメリークリスマス！
「エアポートクリスマス2024」開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課 富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 県空港管理課、富士山静岡空港株式会社

TEL  静岡県空港管理課 054-221-3228 

    富士山静岡空港株式会社 0548-29-2000

富士山静岡空港からメリークリスマス！
 「エアポートクリスマス2024」開催！

今年開港15周年を迎えた富士山静岡空港で「エアポートクリスマス2024」を開催します。
空港ならではのクリスマスイベントが盛りだくさん！クイズラリーやワークショップのほか、開港15周年を記念して富士山静岡交響楽団による演奏会も行

います。一足早くサンタが空港へやってくる！ぜひ、遊びにお越しください。
　さあ、１５（いこー）！富士山静岡空港へ！！

１　開催日時　令和６年12月15日（日） 10時から16時まで

２　開催場所　富士山静岡空港ターミナルビル　ほか

３　イベント一覧【エアポートクリスマス2024】
イベント 日時・場所等 内容

サンタクロースを探してね！
クリスマスクイズラリー

●12月15日（日）
　 10:00～16:00
 　（最終受付15：00）

●クイズ用紙配布場所
　センタードーム（屋外）

●参加無料

クイズに挑戦すると抽選でプレゼント
がもらえる、お子さま向けのクイズラ
リーを開催します!石雲院展望デッキ
と、空港ターミナルビルのどこか5か所
にあるクイズボードを探して、クイズに
挑戦してね。サンタクロースがクイズの
ヒントとキャンディを用意して、みんな
が来るのを待っているよ。サンタクロー
スとの写真撮影もOK!ぜひチャレンジ
してね♪

親子向けクラフト体験
クリスマスワークショップ

●12月15日（日）
　 11:00～15:00
※最終受取時間　17：00

●ターミナルビル3階
   展望ホール

●料金
　 ガラスフュージング
 　1,300円（税込）
 　クリスマスリース
 　1,500円（税込）

●予約不要

ミルフィオリというベネチアガラスを
使ったガラス細工のフュージング体験
と、ドーナツ型のスチロールの土台に
葉っぱに見立てた生地を飾り付ける
リース作りを開催。ぜひ気軽にご参加
ください。 
※ガラス制作後、スタッフによる焼成と
徐冷で1時間半～2時間ほどかかり、
作品のお渡しはその後となります。お
時間がない方は郵送（別途¥150）も承
ります。
※クリスマスリース作りは先着30名様
に限ります。

富士山静岡空港
開港15周年記念

打楽器アンサンブル演奏会

●12月15日（日）
1回目11:30～12:00
2回目14:00～14:30

●センタードーム　（屋外）

●参加無料

人気のクリスマスソングを打楽器アン
サンブルで演奏♪プロの演奏家と一
緒に演奏できる体験会も！富士山静
岡交響楽団による”みて・きいて・たた
いて楽しい”演奏会です。お申込み不
要です。（主催：静岡県）

【富士山静岡空港開港15周年記念企画】

●　富士山静岡交響楽団が空港へやってくる！
　　 打楽器アンサンブル演奏会開催！
　　　
　人気のクリスマスソングを打楽器アンサンブルで演奏します。プロの演奏家が教えてくれる打楽器体験
会もあります。参加は無料、予約も不要です。
　クリスマスの特別な思い出をつくりませんか？

【概要】
１　開催日程　令和６年12月15日（日）
　　　　　　　　　１回目11時30分～12時00分
　　　　　　　　　２回目14時00分～14時30分
　　　　　　
２　開催場所　富士山静岡空港　センタードーム（屋外）
　　　　　　　　　（牧之原市坂口）

３　出演　　　富士山静岡交響楽団

４　プログラム　
　　１　あわてんぼうのサンタクロース/小林亜星
　　２　恋人たちのクリスマス/マライヤ・キャリー＆ウォルターアファナシェフ
　　３　ジングルベル/ジェームズ・ロード・ピアポント
　　４　オルフェのサンバ/ルイス・ボンファ
　　５　ザ・クリスマス・ソング/メル・トーメ＆ボブ・ウェルズ
　　６　そりすべり/ルロイ・アンダーソン



４　その他　
   詳細は、以下のＵＲＬから御確認願います。

　   ○ＵＲＬ
    https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/news/airportchristmas20241215/

　   ○連絡先　富士山静岡空港株式会社　0548-29-2000

https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/news/airportchristmas20241215/


提 供 日 2024/11/28

タイトル 第２回「未来をつくる こどもまんなかアワード」に
て、県内NPO法人が「こども・若者活動奨励章」を受章
しました。

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 教育委員会　社会教育課

青少年指導班

TEL 054-221-3312

第２回「未来をつくる こどもまんなかアワード」にて、
県内NPO法人が「こども・若者活動奨励章」を受章しました。

　この表彰は、「こどもまんなか社会」の基本理念に沿う取組を実施する、こども・若者自身（団体又は個人）及びこども・若者、子育て家族等の
支援者である団体又は個人を表彰することを通じ、活動に対する国民の理解を増進させるとともに、当該団体や個人の活動をより活性化させ
ることを目的としたものです。
　今年度、静岡県（政令市除く）からは、こども・若者活動奨励章に１団体が選ばれました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【こども・若者活動奨励章・未来へつなぐ「応援団」部門】 
 
受章団体：NPO法人 ホスピタル・プレイ協会 すべての子どもの遊びと支援を考える会

（受章団体紹介）
　ホスピタル・プレイ・スペシャリスト（以下HPS)とは、小児医療チームの一員として、病児や障がい児、医療的ケア児に遊び（ホスピタル・プレ
イ）を提供し、その発達を支援する英国生まれの専門職である。日本では平成19年度から静岡県立大学短期大学部においてHPS養成事業
が始まり、被表彰者は養成事業の修了生と養成に関わる教職員がホスピタル・プレイの普及と発展を目指して設立した団体である。
　主に医療と関わる子どもたちに遊びを届ける活動に取り組み、子どもたちが治療体験を肯定的に捉えられるよう、遊びを媒体として支援して
いる。

　＜参考＞
　　第２回「未来をつくる　こどもまんなかアワード」
　　　　内閣総理大臣表彰　　　　２件
　　　　内閣府特命担当大臣表彰　４件
　　　　こども・若者活動奨励章　７件

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　



提 供 日 2024/11/28

タイトル 全国都道府県議会議長会自治功労者表彰伝達式の開催

担　　当 議会事務局 秘書室

連 絡 先 谷川

TEL 054-221-2565

　全国都道府県議会議長会は、会則に基づき、長期に在職し基準に達した議員を秋の定例総会において表彰している。
　本年10月31日に開催された第179回定例総会において、静岡県議会から２名の議員が表彰されたので、表彰伝達式を行う。

○令和６年度受賞者

　議員在職25年の表彰 … 杉山盛雄 議員 （自民改革会議）
　　　　　　　　　　　　鈴木利幸 議員 （自民改革会議）

※都道府県の議会の議員で10年以上在職した者は、全国都道府県議会議長会から、永年勤続功労者として表彰されます。

○表彰伝達式
　
　１　日　時　令和６年12月４日（水）午前11時00分～午前11時15分

　２　場　所　県庁本館４階　特別会議室

　３　出席者　受賞者：杉山盛雄 議員
　　　　　　　来　賓：知事、相坂摂治 議員（自民改革会議代表）
　　　　　　　正副議長



提 供 日 2024/11/28

タイトル はるやま21と富士市立東小学校が「お飾り作り」を開
催します！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【美しく品格のある邑】【美農里プロジェクト】

はるやま21と富士市立東小学校が「お飾り作り」を開催します！

１　要旨
　「はるやま２１」の髙橋代表を講師に迎え、富士市立東小学校５年生(９名)が、正月のお飾り
作りに挑戦します。
　これまで、「はるやま21」と富士市立東小学校は、農業に対する理解を深めるため、種まきか
ら稲刈りまでのお米づくりに関する農業体験を開催してきました。今年は、10月に自分たちが刈
り取った稲わらで初めてお飾り作りに取り組みます。

２　概要

日　時 令和６年12月５日(木)午前９時10分～12時05分　

場　所 富士市立東小学校内（別紙参照）

主催者 はるやま２１・富士市立東小学校

連絡先：0545-34-0274（富士市立東小学校５年担任 近藤）

３　取材について
　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静岡県で
は平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多
様な生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動
を支援しています。令和６年10月末時点で250の組織が活動しています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「ふじの
くに美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を行ってい
ます。現時点で155の地域が認定されています。

■はるやま２１
　「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として、平成21年度に設立された団体です。
「ふじのくに美しく品格のある邑」には令和３年度に登録されており、農地の保全活動をはじ
め、農業体験として地元の小学校と田植え・稲刈り体験などを行い、子どもたちの農業や農村環
境への関心を高めていく活動を行っています。また、景観形成活動としてスイセンなどを植栽し
ています。



提 供 日 2024/11/28

タイトル 「ふじのくに食の都づくり仕事人・貢献賞」の受賞者
が決定

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

　「ふじのくに食の都づくり仕事人・貢献賞」の受賞者が決定

１　要　旨
県は、多彩で高品質な農林水産物が生産される「食材の王国」という場の力を活かし、魅力あふれるふじのくに「食の都」づくり
を実現するため、その推進役となる人材や、県産農林水産物等を表彰・認定しています。このたび今年度の「ふじのくに食の都づ
くり仕事人」、「The 仕事人 of the year 2024」、「ふじのくに食の都づくり貢献賞」を決定しました。
表彰式は令和７年２月12日（水）に、グランディエールブケトーカイにて開催する予定です。

２　表彰者

(１)「ふじのくに食の都づくり仕事人」…【別紙１】

表彰対象
・県産食材を積極的に活用した料理等の提供を通じ、県産食材の素晴

らしさを伝える人材を表彰

表彰者数 11人（累計559人）

(２)「The 仕事人of the year 2024」…【別紙２】

表彰対象

・ふじのくに食文化の創造や食を通じた地域貢献等、他の仕事人等の

模範となるような取組を行っている仕事人を表彰

・うち５回受賞者には「ふじのくにマエストロシェフ」の称号を授与

表彰者数
14人（累計176人）

新たに１人のマエストロシェフが誕生しました。（累計19人）

(３)「ふじのくに食の都づくり貢献賞」…【別紙３】

表彰対象
・本県の食文化の振興に貢献する等、模範的活動を実践している企

業・団体を表彰

表彰者数
５団体（累計56団体）

・株式会社村松製油所（浜松市）ほか

３　表彰式（予定）
・日　時　令和７年２月12日（水）午後３時30分～午後４時50分
・場　所　グランディエールブケトーカイ４階「シンフォニー」
　　　　　（静岡県静岡市葵区紺屋町17-1 葵タワー）
・その他　「しずおか食セレクション（頂）」認定者及び「ふじのくに新商品セレクション」受賞者の認定、表彰も実施



提 供 日 2024/11/28

タイトル 令和４年度介護保険事業状況報告（年報）の公表

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 支援審査班　鈴木

TEL 054-221-2317

１　要旨
令和４年度の介護保険事業の実施状況について、保険者(市町)からの数値をまとめたので公表します。

詳細は、県介護保険課のホームページを御覧ください。
 https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1002944/1002929/1067748.html

２　概要
(1)　第１号被保険者数(65歳以上)
【３年度　1,100,081人→４年度　1,100,078人（３人減・0.0％減）】

第１号被保険者（65歳以上）数は、75歳以上が597,485人（前年度比24,071人増・4.2％増）、65歳以上75歳未満が502,593人（前年度
比24,074人減・4.6％減）でした。（令和４年度介護保険事業年報（静岡県）の概要３ページ参照）

    

(2)　要介護(要支援)認定者数　　
【３年度　186,945人→４年度　187,677人（732人増・0.4％増）】

要介護（要支援）認定者数は、「要介護１」の45,541人が最も多く、「要介護５」の13,811人が最も少なくなっています。
なお、前年度と比較して、「要支援１」が21,864人（633人増・3.0％増）と最も増加しました。（令和４年度介護保険事業年報（静岡県）の

概要３ページ参照）
 

(3)　第１号被保険者の要介護(支援)認定率
【３年度　16.6％→４年度　16.7％（0.1ポイント増）】

県内では、川根本町の21.2％が最も高く、御前崎市の12.4％が最も低くなっています。（令和４年度介護保険事業年報（静岡県）の概
要６ページ参照）

なお、第１号被保険者の要介護（要支援）認定率は、全国と比較すると低い方から６番目でした。（昨年度と同順位）

(4)　介護サービス受給者数(１か月平均)
【３年度　172,889人→４年度　175,420人（2,531人増・1.5％増）】

前年度と比較して、居宅サービスについては前年度から増加し、地域密着型サービス及び施設サービスについては減少しました。（令
和４年度介護保険事業年報（静岡県）の概要８～10ページ参照）

(5)　介護給付費
【３年度　288,179百万円→４年度　290,880百万円（2，701百万円増・0.9％増）】

県内の第１号保険者１人当たりの給付費は、川根本町の361,345円が最も高く、湖西市の201,982円が最も低くなっています。（令和４
年度介護保険事業年報（静岡県）の概要14ページ参照）

なお、第１号被保険者１人当たりの給付費は、全国と比較すると低い方から８番目でした。（昨年度と同順位）

静　岡　県 全　国区  分

３年度 ４年度 増加
率

３年度 ４年度 増加
率

第１号被保険者数 1,100,081人 1,100,078人 ▲0.0
％

35,887千人 35,845千人 ▲0.1
％

　（65歳以上75歳未満） 526,667人 502,593人 ▲4.6
％

17,152千人 16,359千人 ▲4.6
％

　（75歳以上） 573,414人 597,485人 4.2％ 18,735千人 19,486千人 4.0％

要介護（支援）認定者数 186,945人 187,677人 0.4％ 6,896千人 6,944千人 0.7％

第１号被保険者の要介護（支援）認定者
数

183,106人 183,889人 0.4％ 6,766千人 6,814千人 0.7％

　（65歳以上75歳未満） 19,563人 18,310人 ▲6.4
％

753千人 710千人 ▲5.7
％

　（75歳以上） 163,543人 165,579人 1.2％ 6,014千人 6,105千人 1.5％

第１号被保険者の要介護（要支援）認定
率

16.6％ 16.7％ 0.1㌽
増

18.9％ 19.0％ 0.1㌽
増

サービス受給者数（１か月平均） 172,889人 175,420人 1.5％ 5,891千人 5,989千人 1.7％

　(居宅サービス) 116,366人 119,096人 2.3％ 4,045千人 4,133千人 2.2％

　(地域密着型サービス) 24,501人 24,451人 ▲0.2
％

887千人 901千人 1.6％

　(施設サービス) 32,023人 31,873人 ▲0.5
％

959千人 955千人 ▲0.4
％

介護給付費 2,881.8億円 2,908.8億円 0.9％ 98,467.1億円 99,669.5億円 1.2％

　(居宅サービス) 1,359.3億円 1,381.4億円 1.6％ 49,604.0億円 50,482.0億円 1.8％

　(地域密着型サービス) 473.4億円 476.3億円 0.6％ 16,924.9億円 17,174.6億円 1.5％

　(施設サービス) 1,049.1億円 1,051.0億円 0.2％ 31,938.2億円 32,013.0億円 0.2％

第1号被保険者１人当たり給付費 261,963円 264,418円 0.9％ 274,382円 278,056円 1.3％

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1002944/1002929/1067748.html


提 供 日 2024/11/28

タイトル 静岡県文化財保護審議会の開催
～県指定文化財候補１件について審議します～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財保護調査班　

TEL 054-221-3156

静岡県文化財保護審議会の開催
～県指定文化財候補１件について審議します～
令和６年11月29日（金）に静岡県文化財保護審議会を開催し、県指定文化財１件の新たな指定について審議し、知事に答申します
１．開催日時・場所

日時 令和６年11月29日（金）午後１時30分から午後４時30分まで
場　所 静岡県庁別館９階第一会議室

２．審議内容

対象
紙本墨画宝珠護国禅師像〈白隠慧鶴筆〉
（しほんぼくがほうじゅごこくぜんじぞう〈はくいんえかくひつ〉）

種別 有形文化財(絵画)
所在地 静岡市清水区小島町135
所有者 宗教法人龍津寺

　※約１時間の審議の後、報告・意見聴取は非公開となります。
３.委員

委員氏名 所属団体・職名 委員氏名 所属団体・職名
土屋　和男 常葉大学造形学部造形学科教授 酒入  陽子 流通経済大学スポーツ健康科学部教授
杉 野　丞 愛知工業大学工学部名誉教授 石垣　悟 國學院大学研究開発推進機構准教授

片桐　弥生 静岡文化芸術大学文化政策学部教授 齊藤　裕嗣 独立行政法人日本芸術文化振興会
プログラムディレクター

吉田　恵理 静嘉堂文庫美術館学芸員 篠原　和大 静岡大学人文社会科学部教授
田島　整 上原美術館上席学芸員 木下　剛 千葉大学大学院教授
清水　健 東京国立博物館主任研究員 安藤　正規 岐阜大学准教授

内田　篤呉 MOA美術館長 徳岡　徹 静岡大学理学部生物科学科准教授
貴田　潔 静岡大学准教授

（順不同・敬称略）
３．問合せ先　　

     静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-3156



提 供 日 2024/11/28

タイトル 冬は大気汚染物質の濃度が高くなりやすい季節です！

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2258

冬は大気汚染物質の濃度が高くなりやすい季節です！

冬季は、事業所における暖房機器（ボイラーなど）の使用や、気象条件の影響などにより、PM2.5（微小粒子状物質）の原因物質である窒素

酸化物(NOx)の濃度が高くなる傾向があります。

　県では、神奈川県及び山梨県とともに、大気汚染物質削減のための身近な取組を実践していただくよう、県民及び事業者に対し呼び掛け

を行います。

１　本県の取組内容
・県ホームページ等による周知

・神奈川県及び山梨県との協働により作成したリーフレットによる呼び掛け

（県、市町等の関係機関におけるリーフレットの配架）

２　呼び掛け内容
(1) 県民向け

・ウォームビズの実践

・環境にやさしい運転（エコドライブ）の実践

・環境に配慮した移動手段の選択

(2) 事業者向け
・環境に配慮した発注、運搬などの実践

・環境負荷の少ない機種の選定

３　参考情報
・神奈川県及び山梨県と連携した冬季における大気汚染防止対策

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002100/1017850.html
・エコドライブ10のすすめ

      https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/ecodriver/point/

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002100/1017850.html
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/ecodriver/point/


提 供 日 2024/11/28

タイトル 「不法投棄撲滅月間」にあわせ、不法投棄撲滅街頭
キャンペーンを実施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 不法投棄対策班

TEL 054-221-3810

「不法投棄撲滅月間」にあわせ、不法投棄撲滅街頭キャンペーンを実施します！

12月の「不法投棄撲滅月間」にあわせ、不法投棄を撲滅するため、不法投棄通報窓口「不法投棄110番」やＳＮＳ「ピリカ」による通報を周知
するキャンペーンを実施します。

１　実施日時

　　令和６年12月６日（金）午前中　おおむね１時間程度

２　静岡会場の実施時間ほか

　(1) 時間　午前８時20分から午前９時30分まで（啓発物品がなくなり次第終了します。）

　(2) 場所　ＪＲ静岡駅　改札口前コンコース（ 開式 は 静岡駅前交番前 で 実施 します 。）

　(3) 内容　県の不法投棄通報制度を周知する啓発物品を配布し、不法投棄撲滅を通行者

に呼び掛けます。当日は「ふじっぴー」が参加します。

３　静岡会場以外の会場　※各会場の詳細については、主催所管課から記者提供します。

場所 予定時間 主催（所管課）

東急ストア下田店入口 午前10時50分～11時
50分

県賀茂健康福祉センター環境課

ＪＲ沼津駅（南口） 午前８時～９時 県東部健康福祉センター廃棄物課

ＪＲ藤枝駅（南・北口） 午前７時25分～８時25分 県中部健康福祉センター環境課

ＪＲ磐田駅（南・北口） 午前８時～９時 県西部健康福祉センター環境課

４　協力機関

　　県の関係所管課、県内市町、公益社団法人静岡県産業廃棄物協会、富士山麓不法投棄

防止ネットワーク推進会議構成機関、廃棄物不法投棄の情報提供に関する協定締結団体

５　取材対応

当日、静岡会場にて対応しますので、取材希望の方は、 事前 に廃棄物リサイクル課担

当の奥山まで連絡ください。電話番号　054-221-3810

　キャンペーン当日の連絡先　080-1051-7509　　　　　

６　中止の判断

　　悪天候等による中止等の判断は、前日の午後３時以降に行います。

　　お問い合わせは廃棄物リサイクル課（054-221-3810）までお願いします。

※「不法投棄撲滅月間」とは

　　不法投棄の未然防止、早期発見のため、平成15年度に設置された静岡県不法投棄撲滅

対策本部が、12月を「不法投棄撲滅月間」と定めて、県民に広く啓発する期間。



提 供 日 2024/11/28

タイトル 「消費生活相談員資格取得支援講座（基礎講座）」の
受講者を募集します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2257

「消費生活相談員資格取得支援講座（基礎講座）」の受講者を募集します！
来年10月の試験に向け、WEB講座でじっくり学び、国家資格をめざします。

１　概要
　　消費生活相談員は、県や市町の消費生活センターなどで、消費者からの相談対応や消費生活に関する啓発などを行う専門職です。本講
座では、令和７年10月実施の「消費生活相談員資格試験」（国家試験）に合格し、県内で相談員として働くことを目指します。
講座はオンデマンド配信のため、配信期間中に何回でも繰り返し学ぶことができます。また、試験日まで時間があるため、じっくり理解しながら
国家資格を目指せます。

２　講座内容
形式 WEB講座（YouTube限定配信）
内容 消費生活相談員資格試験の出題範囲の基礎的内容を学ぶ講座
配信日程 令和７年１月18日（土）～２月８日（土）

毎週土曜日（計４回配信）
１回につき２講座配信

　　３　対象者
　　　静岡県内に在住又は通勤・通学されている方で、以下の全ての条件を満たす方 

・ 2025年度消費生活相談員資格試験（令和７年10月実施）を受験予定の方
・ パソコンまたはタブレットを所有し、インターネット(有線またはWi-Fi)が

利用可能で、YouTube視聴、電子メール送受信ができる方
４　定員
　　　なし　
５　費用
　　　無料（Web視聴のための通信費は、受講者負担となります）
６　申込方法
　　　実施団体ホームページから申込みフォームに入力してください
７　募集締切
　　　令和６年12月27日（金）
８　主催
　　　くらし・環境部県民生活課　　電話　054-221-2175
９　実施団体・問合先
　　　消費者問題ネットワークしずおか
　　　電話　054-204-2348（静岡県生活協同組合連合会内）
　　　ＨＰ　http://net-shizuoka.com/ 　　

参加者募集告知　・　　 催事 などの 当日取材　　・　 実施事業等 の 紹介　・　 調査結果 の 公表

http://net-shizuoka.com/


提 供 日 2024/11/28

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第165報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果について、
前回の速報（令和６年10月31日）から11月末までに結果がまとまったものを報告します。
　採取した試料一部（かんしょ及び浮遊塵）で過去の変動幅

※
を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませ

んでした。
　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力（株）福島第一原子力発電所
の事故等で放出された放射性物質の影響と推定しました。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) かんしょ〔１〕
御前崎市１か所
採取日:9/22 0.094 ND～0.058 Bq/kg 生

 (2) 浮遊塵〔10〕

御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:9/2～
30,10/1～31

0.028 ND mBq/m
3

 (3) 土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日:9/3,13

6.8 1.7～8.9 Bq/kg 乾土

 (4) 玄米〔２〕
御前崎市１か所、
牧之原市１か所
採取日:10/4,19

ND ND Bq/kg 生

【参考】　10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

単位

 (1) 玄米〔４〕
袋井市１か所、菊川市１か所、
藤枝市１か所、磐田市１か所
採取日：9/23,30,10/17,18

ND Bq/kg 生

 (2) しらす〔１〕
吉田町１か所
採取日：10/22

ND Bq/kg 生

 (3) 上水〔５〕
磐田市１か所、焼津市１か所、
吉田町１か所、掛川市２か所
採取日：10/3,7,15,21,29

ND mBq/L

　（注）
　　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2024/11/28

タイトル 定期給与21か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年９月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和６年９月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は269,158円、名目賃金指数（定期給与）は106.6で、前年同月比2.4％増と21か月
連続で前年同月を上回った。
　実質賃金指数（定期給与）は97.1で、前年同月と比べて0.5％減と４か月連続で前年同月を下回った。

　

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は11.3時間、所定外労働時間指数は121.5で、前年同月比2.7％増と13か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.3時間、所定外労働時間指数は125.4で、前年同月と同水準となった。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,432,352人、常用雇用指数は101.5で、前年同月比0.8％減と２か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は29.3％で、前年同月差0.9ポイント減と３か月ぶりに前年同月を下回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は291,430円で、前年同月比2.2％増と18か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は13.1時間で、前年同月比4.8％増と９か月連続で前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は882,406人で、前年同月比2.5％減と８か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/11/28

タイトル 生産は対前月比で低下、出荷は上昇
静岡県鉱工業指数（令和６年９月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和６年９月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は95.1となり、前月比は0.7％減と2か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.3％減と2か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、電気機械、汎用・生産用・業務用機械、プラスチック製品等が上昇する一方、化学、輸送機械、食
料品・たばこ等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和６年９月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は93.9となり、前月比は2.4％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は4.9％減と2か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、電気機械、汎用・生産用・業務用機械等が上昇する一方、食料品・たばこ、化学、パル
プ・紙・紙加工品等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和６年９月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は102.7となり、前月比は4.6％減と2か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は1.5％減と3か月ぶりに前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、食料品・たばこ、汎用・生産用・業務用機械、電気機械等が上昇する一方、輸送機械、化学、窯
業・土石製品等が低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/11/29

タイトル 第38期静岡県社会教育委員会の報告

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

第38期静岡県社会教育委員会の報告

第38期県社会教育委員会では、県教育委員会より受けた諮問題「新しい時代における社会教育－社会教育を基盤としたウェルビーイング
の実現に向けて－」について、令和４年11月から令和６年10月までの２年間にわたって協議を行い、報告書を取りまとめました。このたび、そ
の内容を同委員会委員長と代表委員から教育委員会に報告します。

１　教育委員会への報告
(1) 日時

令和６年12月３日（火）午後１時30分～午後１時50分（予定）
※教育委員会定例会の進行具合により多少遅れる可能性があります。

(2) 報告者
委員長　松永　由弥子　氏（静岡産業大学スポーツ科学部　教授）

　　　委員　　鈴木　一行　　氏（牧之原市社会教育委員長）
 (3) 場所

県庁西館８階　教育委員会議室

２　報告内容の概要
第１章 静岡県における社会教育（県行政）変遷

本委員会の諮問題及び国の教育振興基本計画や審議会の答申等の変遷を含め、本県の社会教育の施策や事業の移り変わり
を把握した。

第２章 新しい時代における社会教育とウェルビーイングの実現
本委員会のウェルビーイングの捉え方を踏まえ、ウェルビーイングの実現に
向けた社会教育の役割や方向性をまとめた。
「つながり」を意識した活動をすることがウェルビーイングの実現には最も
重要である。

第３章 ウェルビーイングの実現に向けた社会教育
　　　　　各自が行っている活動を「つながり」の視点で捉えるツール（「つながり
　　　　　チェックシート」）を作成した。
　　　　　つながりの状況を可視化することで、取組の推進や見直しの参考として活用していきたい。

（参考）社会教育委員とは
　　　　社会教育委員は、教育委員会の諮問に応じ、社会教育に関して教育委員会で意見を述べることができます。第38期は、12人の識者の

方に社会教育委員をお願いしました。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/11/29

タイトル ネットはちょっと一休み「つながりキャンプ」フォ
ローアップキャンプを開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

ネットはちょっと一休み
「つながりキャンプ」フォローアップキャンプを開催します！

　静岡県教育委員会では、ネットの使用方法や使用時間を見直したい小中学生を対象に、野外活動や創作活動、認知行動療法やカウンセリ
ングを通して、インターネットやゲームでは得られない体験ができる「つながりキャンプ」を開催しています。

今回は全３回のキャンプのうち、最後のキャンプとなります。

１ 日　時　令和６年12月７日（土）12時30分～12月８日（日）15時30分（１泊２日）

２ 会　場　国立中央青少年交流の家（御殿場市中畑2092-5）

３ 参加者　13名（小学生３名、中学生10名）

４ 活動日程　
12月７日（土）　１日目

時間 内容 場所 撮影

12:30～14:00 はじめの会・アイスブレイク 研修室207　等 〇

14:00～15:00 情報モラル講座 研修室207 ×

15:00～16:30 ディスクゴルフ 所内　雨天：剣道場 〇

16:30～19:00 夕べのつどい・自由時間・夕食 所内 〇

19:00～20:30 キャンドルのつどい 体育館 〇

12月８日（日）　２日目　

時間 内容 場所 撮影

7:00～9:00 朝のつどい・朝食　等 所内 〇

9:00～10:00 認知行動療法 研修室206 ×

10:00～12:00 フォトフレーム作り 研修室207 〇

13:00～15:00 自由時間　等 所内　 〇

13:00～14:00 保護者講座 研修室207 ×

15:00～15:30 閉講式 研修室207 〇

５ 取材に関する注意事項
・現地での取材を希望される場合は12月６日（金）までに社会教育課（054－221－3305）までご連絡ください。
・プライバシーの配慮等から、上表のとおり一部撮影不可とさせていただきます。

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会



提 供 日 2024/11/29

タイトル 【初開催！】「教員をめざす大学生による公開イベン
ト」を開催します！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班（中谷）

TEL 054-221-3133

　　【初開催！】「教員をめざす大学生による公開イベント」を開催します！

１　開催趣旨
　　大学生や高校生が、教員の魅力や課題をテーマに交流することをとおして、教
　職への理解や関心を深め、教員を志す意欲を高めることを目的に、県内の大学と
　県の連携・協働による公開イベントを開催します。
　　公開イベントの企画、運営、広報等は、大学生による実行委員会が行います。

２　イベントの概要
　(1) 名称
　　　「教えて先生！～学校じゃ聞けないあんなコト!? こんなコト!?」
　(2) 日時
　　　令和６年12月７日（土） 午後１時～３時
　(3) 会場
　　　札の辻CROSS HALL（静岡市葵区呉服町一丁目30）
　(4) 参加者
　　　大学生、高校や特別支援学校の生徒
　　　＊パネリストとして現職教員等が５人登壇
　(5) 内容
　　　【第１部】パネルディスカッション「先生と語ろう！」
　　　【第２部】グループディスカッション「先生をもっと知ろう！」
　　　【展示コーナー】メッセージツリー「教員の魅力」、掲示「静岡県の先生になる大学生の４年間」
　(6) 記者の皆様へ
　　　取材いただける場合は、12月６日（金）16時までに教育政策課へ御連絡ください。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/11/29

タイトル 静岡市葵区日向地区における不適切盛土の行政代執行

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理課

TEL 054-221-3028

１　要旨
　　 静岡市葵区日向の砂防指定地内において、静岡県砂防指定地管理条例第３条第１項の知事の許可を得ずに盛土を行った事

業者の（有）富田建材に対し、令和６年１１月２９日付けで、行政代執行法に基づく代執行令書を通知した。

２　代執行の理由
　　 事業者に対して、令和５年４月３日に原状回復命令（監督処分）を発出したが従わなかったため、改めて令和６年１０月１５日に行

政代執行法に基づく戒告書を事業者に通知したが、履行されなかった。

３　代執行令書の内容
　代執行の対象地 　静岡市葵区日向１７１８－１外の砂防指定地
　代執行の内容 　場内の切土・盛土による安定性確保
　代執行の時期 　令和６年１２月１２日から令和８年３月１５日まで

　ただし、終了期限を延長することがある。
　代執行の執行責任者 　静岡県静岡土木事務所長
　代執行費用の概
　算による見積額

　約４５０，０００，０００円
　ただし、精算の結果増減することがある。

４　その他
　　 現場着手日（現地宣言：令和６年１２月１２日）の取材対応（時間、駐車場所等）については、改めてお知らせします。



提 供 日 2024/11/29

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（11/22～11/28）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第568報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（11/22～11/28）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の78頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,201頭（死亡385頭、捕獲16,816頭）の検査を実施し、609頭の陽性（死亡170頭、捕獲439頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/11/29

タイトル 全国花のまちづくりコンクールで大賞受賞者が副知事
を訪問！

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 花き振興班

TEL 054-221-2679

全国花のまちづくりコンクールで本県の団体が大賞を受賞！！

大賞受賞者が副知事に受賞報告に来ます。

静岡県は、学校花壇や地域での花壇づくりが盛んです。
今年は、全国の応募者605件の中から最上位である大賞が５件選出されました。

大賞のうち２件は、静岡県の団体と個人が受賞しました！
今回は、大賞受賞者のうち１団体が増井副知事を訪問し、地域に愛される花壇づくりについて紹介します。

１ 日時　令和６年12月３日（火曜日）午後１時10分～午後１時30分　

２ 場所　県庁東館５階増井副知事室　

３ 来訪者　三島市東大場花の会代表、三島市東大場町内会長（計２名）

（参考）全国花のまちづくりコンクールとは
農林水産省と国土交通省が提唱し、花のまちづくりコンクール推進協議会(※)が主催。
平成２年に開催された国際園芸博覧会である「国際花と緑の博覧会」の基本理念「自然と人間との共生」を継承し、「花のまちづ
くり」運動を全国的に普及・啓発するために、平成３年から開始され、今年で34回目の実施となる。

※花のまちづくりコンクール推進協議会
（公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会・公益財団法人都市緑化機構・一般財団法人日本花普及センター・公益財団法人日本
花の会）

　 　
　大賞を受賞した三島市東大場の会が管理している花壇



提 供 日 2024/11/29

タイトル ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
１１22月月はは７７校校でで112266人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

　「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事

業です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　12月は７校で126人が「ものづくり」を体験します。

実施日時 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 人
数

12月5日(木)
9:30-11:30

静岡市立清水有度第一小学校
054-345-0511

深澤 フラワーアレンジメント 15

12月6日(金)
9:00-12:00

静岡県立藤枝特別支援学校
054-636-1894

望月 アートモザイク,盆景（ミニチュア造園） 35

12月10日
(火)

10:00-11:00

静岡県立藤枝特別支援学校
054-636-1891

河村 フラワーアレンジメント 24

12月11日
(水)

10:00-12:00

静岡県立伊豆の国特別支援学校
伊豆下田分校
0558-25-1455

鈴木 フラワーアレンジメント 9

12月12日
(木)

9:00-12:00

静岡県立浜名特別支援学校
053-594-5658

金涌 フラワーアレンジメント 8

12月17日
(火)

9:30～11:30

静岡県立浜名特別支援学校
053-594-5658

齋藤 盆景（ミニチュア造園） 13

12月18日
(水)

13:15～
16:15

静岡県立あしたか職業訓練校
055-924-4380

山本 アートモザイク 22

　　 　　　　　　　
　　　　　フラワーアレンジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　盆景（ミニチュア造園）

○技能士とは

　働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評

価されています。

○報道機関の方へのお願い

　取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2024/11/29

タイトル 静岡県選手が技能五輪全国大会と全国障害者技能競技
大会で大活躍！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　三宅

TEL 054-221-2954

静岡県選⼿が技能五輪全国⼤会と全国障害者技能競技⼤会で⼤活躍︕
　11⽉22⽇(⾦)から愛知県を主会場(※1)として開催された「第62回技能五輪全国大会」及び「第44回全国障害者技能競技大会(アビリンピック)」において、
技能五輪16⼈、アビリンピック3⼈の合計19⼈が⼊賞し、さらに技能五輪全国大開静岡県選⼿団としては、「全国技能⼠会連合会会⻑賞」(※2)も併せて受
賞しました。
  県では、令和６年12⽉18⽇(水)に表彰式を開催し、⼊賞者に対して知事から顕彰状を授与します。
※1　冷凍空調技術職種は県⽴工科短期大学校で令和６年11⽉20⽇(水)に先⾏実施
※2　優秀な成績を収めた都道府県選⼿団に対して全国技能⼠会連合会会⻑より贈られる賞

※⼊賞者氏名のよみがなに誤りがあり、訂正しました。（11⽉29⽇17時訂正済）

１ 選⼿団成績
区分 ⾦賞 銀賞 銅賞 敢闘賞／努⼒賞 ⼊賞者計

技能五輪 1⼈ 2⼈ 6⼈ 7⼈（敢闘賞） 16⼈
アビリンピック ー 1⼈ １⼈ 1⼈（努⼒賞） 3⼈

２ 入賞者一覧
技能五輪

成績 職種名 氏　名 所  属
⾦賞 冷凍空調技術 栗⽥　理々奈(くりた　りりな) ⽇⽴ジョンソンコントロールズ空調(株)清水事業所

和裁 高島　千穂(たかしま　ちほ) 辻村和服専門学校銀賞 冷凍空調技術 柴⽥　康之介(しばた　こうのすけ) ⽇⽴ジョンソンコントロールズ空調(株)清水事業所
伊井　琉星(いい　りゅうせい)メカトロニクス

(２⼈１組) 大⽯　⼀葉(おおいし　いちは) 本⽥技研工業(株)トランスミッション製造部

フライス盤 提坂　佳輝(さげさか　よしき) ⽇⽴ジョンソンコントロールズ空調(株)清水事業所
フラワー装飾 ⽶山　⽉渚(よねやま　るな) 静岡デザイン専門学校

　フラワー装飾 鈴⽊　芽⽣(すずき　めい)    県⽴⽥方農業高等学校

銅賞

和裁 大⽯　万⾥菜(おおいし　まりな) 辻村和服専門学校
旋盤 ⽥島　葵(たじま　あおい) 本⽥技研工業(株)トランスミッション製造部
フライス盤 松代　浩志(まつだい　こうし) (株)アイエイアイ
電工 渡邊　望帆(わたなべ　みほ) (株)トーエネック静岡支店
建具 保⽥　萌絵(やすだ　もえ) つるた(株)
フラワー装飾 鈴⽊　花(すずき　はな) 静岡デザイン専門学校

　フラワー装飾 杉山　諒⼦(すぎやま　りょうこ)    県⽴⽥方農業高等学校

敢闘賞

洋裁 赤堀　澪奈(あかほり　れいな) 静岡デザイン専門学校
アビリンピック

成績 種目 氏名(よみがな) 所属
銀賞 オフィスアシスタント 山崎　櫂（やまざき　かい）  県⽴あしたか職業訓練校
銅賞 フラワーアレンジメント 兼松　利江（かねまつ　りえ）  UTハートフル(株)　船橋オフィス

努⼒賞 パソコンデータ⼊⼒ 渡邉　蓮（わたなべ　れん）  テルモ(株)富⼠宮工場 

○⼤会概要
大会名(年齢) 主催 目的 ⽇程・会場 出場選⼿

（本県）
第62回
技能五輪全国大会
（23歳以下）

厚⽣労働省、
中央職業能⼒開発協会

⻘年技能者への努⼒目標
の付与、優れた技能に触れ
る機会の提供

11⽉22⽇(⾦)
-25⽇(⽉)
愛知県国際展⽰場他

41職種976⼈
(11職種32⼈)

第44回
全国障害者技能競技
大会
（15歳以上）

(独)高齢・障害・求職者雇⽤支
援機構

障害者の職業能⼒向上、
障害者に対する社会の理
解促進、障害者雇⽤の促
進

11⽉22⽇(⾦)
-24⽇(⽇)
愛知県国際展⽰場

25種目398⼈
(11種目11⼈)



提 供 日 2024/11/29

タイトル 無理のない範囲で省エネ・節電に御協力をお願いしま
す！

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

県民や事業者の皆様は無理のない範囲で省エネ・節電に御協力をお願いします！

令和６年度冬季電力需給対策を決定しました。

県も自ら率先して省エネ・節電対策に取り組みます。

１　国の冬季電力需給見通しと電力需給対策

・全国の全てのエリアで10％以上の広域予備率を確保できる見通し。
・国民や企業に対して、節電要請はせず、省エネ支援策、省エネ節電メニューの周知広報を行う。

２　県の冬季電力需給対策

【取組方針】

○令和６年12月から令和７年３月までの間、節電・省エネに重点的に取り組み、電力需要のできる限りの抑制を図る。
○県民や事業者に対して、生活や経済活動に無理のない範囲で、省エネ・節電への協力をお願いする。
○国が、令和４年10月から開始した国民運動「デコ活」(※１)の取組と普及に努める。
（※１）2050年カーボンニュートラル及び2030年度削減目標の実現に向け、国民の行動変容・ライフスタイル転換を強力に後押しするための国民運動。

【省エネ・節電対策の取組内容】

＜県の取組＞

・快適な執務環境と省エネの両立を目指す空調運転
・照明の減灯（執務室窓際・通路、廊下等共用部の一部）
・電化製品（パソコン、事務機器、個人用暖房器具等）の適正管理
・エレベータ利用の抑制と効率化
・県の事務事業に伴い排出される温室効果ガスを削減するための計画
　「静岡県庁温室効果ガス削減アクションプラン」の徹底　など

＜県民・事業者への取組促進＞

・県民運動「ふじのくにCOOLチャレンジ」の推進
・地球温暖化対策のアプリ「クルポ」を使った取組
・地域コミュニティでの省エネ・節電講座の開催
・先進的な省エネ建築物の普及
・省エネ手法や取組事例の紹介及び啓発　など

＜省エネ・節電メニューを参考に取組んでください＞

・省エネポータルサイト
　https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/index.html
・節電・省エネで お得なエコ生活 ～冬編～ YouTube
　https://www.youtube.com/watch?v=LCGK1pq_jcE

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=LCGK1pq_jcE


提 供 日 2024/11/29

タイトル 令和６年度医学修学研修資金の５次募集を開始しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

　静岡県では、将来、医師として本県の地域医療に貢献するこころざしを持つ医学部生等を支援するため、「医学修学研修資金」
貸与事業を実施しています。
　これまでに1,717人の方が貸与を受け、703人の医師が県内で活躍中です。
　四次募集後、募集定員まで若干名の余裕があることから、五次募集を開始します。

＜募集概要＞

区分 内容

募集期間 令和６年11月29日（金）から令和７年１月24日（金）まで

募集人数 若干名

貸与金額 月額20万円（６年間貸与の場合：総額1,440万円）

応募資格

将来、医師として県が個別に指定する静岡県内の公的医療機関等に勤務す
る意思のある以下の方
・医学部生（原則１年生）
・大学院在学中の医師（原則１年生）
・産科、小児科、麻酔科の専攻医　
※出身地は県内外を問いません。
【医学部又は大学院在学中の医師】
卒業までの正規の修業年限
（医学部生６年間、大学院在学中の医師４年間）
※途中学年での継続辞退不可貸与期間

【専攻医（産科、小児科、麻酔科）】
３年間

返還免除
県が個別に指定する公的医療機関等で、修学研修資金の貸与期間の１.５倍
の期間を医師として勤務することなどにより、貸与した資金全額の返還を
免除

選考方法 書類審査及び面接

 ↓ 詳細 は 、 ふじのくに 地域医療支援 センターHP へ ↓
https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin.html

https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin.html


提 供 日 2024/11/29

タイトル 富士山静岡空港×松崎町
松崎町で製作された“ドール着物”と“いずこい
し”を展示します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課

連 絡 先 県空港管理課、富士山静岡空港株式会社

TEL 静岡県空港管理課 054-221-3228

  富士山静岡空港株式会社 0548-29-2000

富士山静岡空港×松崎町
松崎町で製作された“ドール着物”と“いずこいし”を展示します！

　今年開港15周年を迎えた富士山静岡空港で、西伊豆の松崎町にある「であい村蔵ら（くらら）」で製作された“ドール着物”と“いずこ
いし”を展示します。
　松崎町の皆さんが１つ１つ心を込めて製作した作品です。ぜひ富士山静岡空港へお越しいただき、御覧ください。

１ 展示期間 令和６年11月30日(土)～　午前10時から午後６時まで

２ 開催場所 富士山静岡空港ターミナルビル３階「ふじのくに　空のしおり-3776-」
            （牧之原市坂口）

３ 展示概要 ※購入については「４ であい村蔵らについて」の電話番号へお問合せください。

【ドール着物】

明治時代、絹の町として栄えた西伊豆の松崎町にて、未使用品の着物や大切に保管されていた美しい
着物地、帯地、金襴等をリメイクし、人形のための小さな着物セットを製作しています。着物愛好家の皆
様や海外の方々にも自信をもってお勧めしています。
「松崎町ふるさと納税」の返礼品としても取り扱っています。

であい村蔵らのドール着物の特徴
・和裁と着付けのキャリアをもつスタッフが、360度どこから見ても美しく見えるよう、手縫いで仕上げ
・スナップボタンやマジックテープで簡単に姿良く着せられるよう工夫
・着物の素材は本絹、正絹、綿などの自然素材を使用し、着物の絵柄や模様の出し方にこだわり製作

　　　　　　　　 　　　　　 　　　　
【いずこいし】

西伊豆松崎の美しい海の小石にデパコージュ（はり絵）をほどこしています。伊豆の旅を素敵な思い出に
していただきたい、再びこの町を訪れていただきたいと願い、「いずこいし（伊豆恋し）」と名付けました。
箸おき、ペーパーウェイトなどにもご利用いただけます。

　　　　　 　　　　　　

４　であい村蔵ら（くらら）について

【であい村蔵ら（くらら）】

　高齢者の活躍する機会を創出するため、古民家を改修し、平成22年（2010年）にオープン。平成25年
（2013年）に企業組合を設立。「高齢者でも夢を持って楽しく生きる」を合言葉に、ランチの提供や手芸品
の販売を行っています。地元食材を使ったランチや町の特産品の開発、高齢者の経験や特技を生かし
た手芸品、工芸品の製作などを通じ、高齢者の生きがいづくりに取り組んでいます。

【住所】静岡県賀茂郡松崎町松崎319－1　
【電話】0558-42-0100
【営業時間】午前10時～午後4時　定休日：木曜日
【営業内容】月・水・土・日：和カフェ営業/火・金曜日：小物作り体験
　
蔵らの３つの理念

1. 町を元気に　町おこしのお手伝い
少子高齢化の進む町を元気にするため、町や地域団体が行うイベントやワークショップなどに協力しま
す。

2. 高齢者が生きがいを持って活動できる働き場所づくり
チャンス、チャレンジ、チェンジ、チャーミング、４つの「チャ」で、元気な昭和の乙女（おばあちゃん）たち
がそれぞれの特技を生かして、和裁・洋裁・手芸・料理などの分野で楽しく活動し、社会貢献活動を生き
がいにします。　　

3. こどもから高齢者まで　一人でも気軽に入れる居場所づくり
高齢者の手作り民芸品や小物の販売、地元の食材を使った食事処、いずこいしなどの小物づくり体験に
より、住民の居場所としての役割を担います。



　
活動の背景

「郷土の偉人にゆかりのある古民家を取り壊す」という話を聞き、この建物を守り、地域の宝として活用し
たいと考えました。この建物が地域に住む高齢者にとって、生きがいを感じながら活動ができる憩いの居
場所となり、また、この建物を地域資源として観光客を呼び込むことで、まちも活性化するのではないかと
取組を始めました。

受賞歴

　　Ｈ24年度　内閣府「社会参加活動事例」社会参加章
　　Ｈ25年度　第2回健康寿命をのばそう！アワード　団体部門　厚生労働省健康局長　優良賞
　　Ｈ26年度　がんばる中小企業小規模事業者300社（経済産業大臣より）
　　Ｈ28年度　松崎町感謝状
　　Ｈ29年度　静岡県知事表彰　個人（蔵ら代表　青森千枝美氏）

５　その他　
   詳細は、以下のＱＲコードから御確認願います。

　　 ○ＱＲコード(であい村蔵ら公式インスタグラム：＠kurara08151010)

           



提 供 日 2024/11/29

タイトル 学校法人南陵学園に対する措置命令の解除

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 私学振興課

TEL 054-221-3528

　学校法人南陵学園に対し、令和４年７月８日付け総教私第311号及び令和４

年12月27日付け総教私第634号により経営改善計画書の作成、生徒募集停止

等の措置命令を発出したところですが、措置命令で求めている事項の全ての履

行を確認したので、本日付けで措置命令を解除しました。

１　措置命令対象者

　　学校法人南陵学園（静岡県菊川市河東5442番地の５）

２　措置命令の主な内容

　・教育活動に支障が生じないよう学校の経営に必要な財産を備えること

　・理事会で決定した経営改善計画書を作成すること

　・法及び寄附行為に基づき必要な役員及び評議員を選任すること

　・令和３年度以降の決算書、事業計画書等を作成すること

　・教育活動に支障が生じない学校経営に必要な財産を備えたこと及び

　　法に定める必要な行為の執行状況を県において確認できるまでの間、

　　新たな生徒の募集及び入学を停止すること

３　措置命令の解除

　・滞納金や借入金の精算及び運営に必要な財産の確保、経営改善計画書の作成、

　　役員及び評議員の選任、その他必要書類の作成等を確認したため、新たな

　　生徒募集及び入学の停止等の処分を解除する。



提 供 日 2024/11/29

タイトル 有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）環境実態調査結果

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

全国各地で高濃度の有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）が検出され、静岡市及び浜松市でも、河川等から国が定める暫定目標値を超

える値が検出されています。

県では、ＰＦＡＳの存在状況を確認するため、今年９月、県が水質汚濁防止法に基づき調査を実施している環境基準点
※
27河川

33地点（静岡市、浜松市、沼津市、富士市を除く）で水質調査を実施したところ、暫定目標値（50 ng/L・・・PFOS及びPFOAの合計

値）を超過する地点はありませんでした。

１　調査結果　

採水時期 調査地点 濃度範囲(ng/L)

ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ

PFOS
と

PFO
A

の合
計値

令和６年
９月４日

～９月17日

27河川33地点
環境基準点

<1.0～5.8 1.3～9.7 2.3
～11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「＜」は定量下限値未満

・結果一覧：別添１参照
・調査地点：別添２参照

　　　２　今後の対応

令和７年度も調査を継続して実施していきます。

　　　※　水域の水質を代表する地点で、環境基準の維持達成状況を把握するための測定点

（参考）県内の河川の環境基準点64地点（42河川）の調査状況(令和６年11月29日時点）

令和５年度 令和６年度

実施数

管　轄
環境
基準
点

実施数

暫定
目標
値

超過
数

済
暫定

目標値
超過数

今
後
実
施

予
定
数

備　考

静岡県 33 33 ０ 33 ０ ０

静岡市 ６ ４ ０ ０ － ６
浜松市 ５ ５ １ ０ － ５
沼津市 １ １ ０ １ ０ ０
富士市 ２ １ ０ １ ０ ０ ２地点を隔年で実施

国土交通省 17 15 ０ １ ０ 16
合計 64 59 1 36 ０ 27

（注）この他、静岡市と浜松市では、市独自調査地点で暫定目標値を超える値が検出されています。

betten1.pdfbetten1.pdf

betten2.pdfbetten2.pdf

sankou.pdfsankou.pdf



提 供 日 2024/11/29

タイトル 【12/7開催】親子で学ぶ人の活動と海の生物生産の関
係
「森・里・川・海のつながり学習会（里の回）」を開
催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ人の活動と海の生物生産の関係～
「森・里・川・海のつながり学習会～大井川編～」を開催します

                                                                      【第３回　里（田畑等）のフィールド】

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドが海を豊かにする関係を
実験や観察を通じて体感し、

その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催しています。
この度、第３回目となる「里(田畑等）」のフィールドでは、生産活動の場である農地の土壌栄養量調査等を通じて、人の活動が海の生物生産や環境に

与える影響を考えます。

１　日時　令和6年12月7日（土曜日）午後１時～4時　【荒天の場合は12月14日（土曜日）に延期】
　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は、12月6日(金曜日）報道提供でお知らせします。

２　会場
　　　集合場所　鍋島公民館（島田市身成1546）

３　参加者
　　　大井川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　※募集は、大井川流域の小学校にチラシを配布して行いました。

４　学習会「里のフィールド」の主な内容
　　　・研究者による研究紹介
　　　・畑の生物採集、顕微鏡を用いた観察、分解者の役割解説
　　　・畑の土のろ液パックテスト
　　　・工場見学

５　その他
　　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」の各フィールドで１回ずつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認ください。
　　・昨年度、安倍川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいただきました。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597　
　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2024/11/29

タイトル アーチェリー大国韓国の忠清南道からメダリストを招
き、強化練習会を行います！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

本県は韓国忠清南道と2013年4⽉に友好協定を締結し、互いにメリットのある分野での交流を促進しております。
今般、忠清南道洋⼸協会と県アーチェリー協会との交流の⼀環として、忠清南道のアーチェリー指導者(オリンピックメダリスト）が来静し、
県協会所属の成年・⻘少年選⼿を指導します。

１　アーチェリー競技・強化練習会　概要

開催⽇ 令和６年12⽉７⽇（⼟）

会　場 静岡県⽴浜松北高等学校アーチェリー場（浜松市中央区広沢1-30-1）

⽇　程

午前の部 午後の部
9︓00〜9︓10 開始式 13︓30〜13︓

40
開始式

9︓10〜11︓50 練習開始 13︓40〜16︓
20

練習開始

11︓50〜12︓
00

閉式 16︓20〜16︓
30

閉式

参加者 静岡県アーチェリー協会 成年選⼿・⻘少年強化選⼿合計 30⼈程度

講　師

氏名 性別 その他（韓国）

尹惠榮

（ユン・ヘヨン）
⼥性

1996アトランタ五輪団体⾦メダル
1997アジア選⼿権大会個⼈・団体⾦メダル
＊忠清南道洋⼸協会専務理事
＊ソウル大学校アーチェリー講師

朴媄址

（パク・ミジ）
⼥性

1997韓国アーチェリー大会
⼥⼦高校部個⼈３位

1998韓国全国体育大会⼥⼦部団体1位
＊忠清南道洪城⼥⼦高校アーチェリー指導者

主催団体 静岡県アーチェリー協会

その他 本交流は令和６年度「優秀指導者招聘事業(県スポーツ振興課所管）」補
助事業です。

２　取材について

　取材いただける場合は、当⽇直接現場までお越しください。

【当⽇緊急連絡先】静岡県アーチェリー協会　強化育成部⻑ 久島(090-9025-6250)



提 供 日 2024/11/29

タイトル 空き家数・空き家率とも過去最大を記録
令和５年住宅・土地統計調査（住宅及び世帯に関する
基本集計）静岡県の結果の概要

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/11/29

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数
（令和６年９月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　　景気動向指数は足踏みを示す

　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和６年９月分）～





詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/11/29

タイトル 富士五湖自然首都圏フォーラム設立２周年記念イベン
トへの知事の出席

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2145

（要旨）
山梨県との連携を強化するため、山梨県が主催する「富士五湖自然首都圏フォーラム

※
」

に参加します。それに伴い、フォーラム設立２周年記念イベントに鈴木知事が出席し
ます。
イベントでは、静岡県と山梨県の新しい経済圏構想や山梨県が進めるカリフォルニア
州の都市との連携構想などについて意見交換します。

※　「富士山世界文化遺産登録10周年」を契機として、富士五湖地域を「自然首都圏」
　　　へと発展させていくことを目指し、令和４年12月に設立された官民連携による組織。

（イベントの概要）
　１　日時
　　　令和６年12月12日(木)　午後１時50分から午後４時まで

　２　場所
　　　品川インターシティホール（東京都港区港南2-15-4）

　３　プログラム
　　第１部　米国カリフォルニア州訪問　各種連携報告会
　　　　　　　（長崎 山梨県知事、田坂 フォーラム会長）
　　第２部　富士新経済圏構想とFuji- California AGES構想についての三者鼎談
　　　　　　　（長崎 山梨県知事、鈴木 静岡県知事、田坂 フォーラム会長）
　　第３部　三者共同記者会見（質疑応答）
　　　　　　　（長崎 山梨県知事、鈴木 静岡県知事、田坂 フォーラム会長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※プログラムの内容は、変更の可能性があります。

４　問い合わせ先
　　山梨県　知事政策局 富士五湖自然首都圏推進グループ
　　　　　　　 　 電　 話　055-223-1387
　　　　　　　　　メール 　fujisan-fj@pref.yamanashi.lg.jp

mailto:fujisan-fj@pref.yamanashi.lg.jp

